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i接着剤の組織反応に関する研究
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本論文の要旨は昭和39年5月30日，第22回中部日本整形外科災害外科学会にて発表した．

　近年，高分子化学の発達と共に，合成高分子材料の

医学的応用が盛んに試みられ，形成外科，整形外科，

血管外科をはじめ，その他の各分野でも，その応用範

囲が次第に広まりつつあり，特にここ数年来，外科手

術に接着剤を使用しようとする試みが行なわれるよ

うになった．骨折接合にBlock　3）（1958）が，　Amine

cured　ethoxyleneを試み，　Mandarino19）20）38）（1960）

が，Polyurethane　Polymer（Ostamer）を使用し；

更にRedler　36）37）（1960），　Thompson　47）（1962）に

よってOstamerが追試されたが，実用性のないこと

が明らかにされた．MUller　25）（1962）は，　Acrylgrass

（Palacos）を骨接合に利用せんとした．現在，生体

組織の接着に実用化されつつあるものは，α一Cyano・

acrylate系の接着剤である．　これらには，米国製の

Eastman　910，　AD／Here，国産のCyanobond　5000，

Aron　Alpha　S－1，　Aron　Alpha　S－2があるが，いず

れも主成分はα一Cyanoacrylate　monomerである．

これに少量の可塑剤，増粘剤，安定剤等の添加物を加

えたもので，添加物の多少によって，その物理学的・

化学的性質に僅かの差異があるが，少量の水分を媒介

として重合反応を起し，Polymerとなって強力な接

着力を示す．このα一Cyanoacrylateを利用しての生

体癒合の試みは，稲生16、，吉村ら52）53）54）（1959）によ

ってはじめて行なわれ，血管外科の領域2）4）6）7）10）11）13）

14）17）18）22）28）30）39）50）52），皮膚切開創の接着1）9）23）26、27）29），

消化管16）22）23）35）40）43）44）50、51），呼吸器16）23）42）48）51），実質

性臓器13）32）の接着を始め，婦人科24），泌尿器科21）34）45）

46），口腔外科15）33）41）の領域等での実験的研究及び臨床

経験が，内外の文献に多数に見受けられる．また，骨

折の接着にも，山内51）（1965），橋本13）（1963），壇上

，ら8）（1963）が，その応用を試みている．

　著者は，このα一Cyanoacrylate系接着聖日が生体内

に挿入ざれた際に呈する組織反応を検討するために，

先ず，Cyanobond　5000と一般に市販されている接

着剤4種（Bond　CH．　Bond　Master　G580．　Bond

VL．　Bond　G100）を，家兎の皮下組織内，筋肉内及

び骨髄内に挿入し，1週目より24週目までの標本につ

いて，肉眼三所見及び病理組織学的所見を比較し，次

いで，α一Cyanoacrylate系接着剤，　Gyanobond5000．

Eastman910．　Aron　Alpha　S－1及びAron　Alpha

S－2の4者についても，家兎の皮下組織内，筋肉内に

挿入したもの及び骨折の接合に利用した際の肉眼的所

見及び病理組織学的所見を，1週目より8週目までの

経過を追って比較検討した．

実験材料及び実験方法

1）実験材料

　a）実験動物

　体重2．5～3．5kgの成熟家兎282羽を使用した．

　b）挿入材料

　i）Cyanobond　5000（以下Cy　5000と略称）

　α一Methylcyanoacrylate　monomerに約10％の可

塑剤，増粘剤及び安定剤を添加した一成分系の接接剤

である．

　ii）Bond　CH（以下CHと略称）

　酷酸ビニール樹脂の共重合エマルジョンで，固形成

分45％のものである．

　iii）Bond　Master　G580（以下G580と略称）

　ネオプレン系合成ゴムを主成分とし，他の合成樹脂

を加え，有機溶剤に溶解したもので，固形成分30％め

ものである．

iv）Bond　VL（以下Vしと略称）

比較的高重合度の塩化ビニールを有機溶剤に溶解し

たもので，固形成分20％のものである．

v）Bond　G100（以下G100と略称）

　ブナN系合成ゴムを有機溶剤に溶解したもので，固
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形成分30％のものである．

　vi）Eastman　910（以下E910と略称）

　α一Methylcyaoacrylate　monomerに，約10％の可

塑剤及び増田剤を添加したものである．

　vii）Aron　Alpha．S－1（以下AAS－1と略称）

　α一Alkylcyanoacrylate　monomerに2％以下の安

定剤のみを添加したものである．

　viii）Aron　Alpha　S－2（以下AAS－2と略称）

　α一Alkylcyanoacrylate　monomerに2％以下の安

定剤及び増粘剤を添加したものである．

　ix）Teflon　sheet

　Produced　by　U．　S．　Catheter　＆　Instrument

Corp．　Glens　Falls，　New　York，　U．　S。　A．　Patch＃

3080

　x）Silicon　gauze

　上記i）～viii）の接着剤使用に際し，煮沸滅菌等の

特別の操作をせず，単に容器の外側を，・0．001％オス

バン溶液にて振回後，滅菌ガーゼで清拭し，容器が手

術野に触れぬように注意し，直接滴下した．またTe－

flon　sheet及びSilicon　gauzeは20分問煮沸後使用

した．

2）実験方法

　a）挿入部位

　i）Cy5000．　CH．　G580．　VL．　G100の5者の比較

実験では，皮下組織内は背部を，筋肉内は前脛骨筋を

骨髄内は大腿骨を用いた．

　ii）Cy5000．　E910．　AAS－1．AAS－2の4者の比較

実験では，皮下組織内は大腿部内側を，筋肉内は大腿

直筋を，骨折には下腿骨を用いた．

　b）手術手技

　Pentothal　Sodium　25mg／kgで筋注麻酔をなし，

局所を充分に剃毛し，皮膚を2％マーキュロ・アルコ

ールにて消毒した後，局所に0．05％塩酸プロカイン約

5ccを注入した．

　i）5者の比較実験では，背部は脊柱と平行に約2

cmの部位に，長さ約3cm■の皮膚切開を加え，皮下

組織を側方に鈍的に剥離し，各接着剤5滴を切開部よ

り2cm以上離れた側方に滴下し，切開創は絹糸で縫

合した．下腿は中央部前面田鼠の皮膚を，約3cm縦

切開し，前脛骨筋々膜を開き，筋層を鈍的に分離し，

各接着剤5滴を滴下し，筋膜に1刺の絹糸縦合をな

し，皮膚も絹糸で縫合した．大腿は末梢側1／3の前内

側部に，約4cmの縦切開を皮膚に加え，筋膜，筋層

を充分に分離し，大腿骨を露出させ，軸方向に約3

mmの間隔を置いて錐で2個の孔を穿ち，その橋部の

骨皮質を削除し，約5mm　X　2　mmの長楕円形の骨皮

質欠損を作り，直上より各接着剤5滴を滴下充填した

後，筋層を寄せ筋膜に2・3刺の絹糸縫合をなし，皮

膚も絹糸で縫合した．

　ii）α一Cyanoacrylate系接着剤4者の比較実験で

は，大腿中央部前面に，約4cmの縦切開を加え，皮

膚を内側に三二に剥離し，各接着剤5滴を滴下した群

と，Teflon　sheet及びSilicon　gauzeを7mm×15

mmの短冊に切ったものを，　Polyethylene　Sheetの

上に載せ，その上に各接着剤5滴を滴下し充分に浸

し，重合反応の起りかけた各短冊を二子でその端を持

ち，皮膚側に二布するように挿入した群を作った．同

一切開創で，大腿直筋の筋膜を開き，筋層を三二に分

離し，各接着剤5滴を滴下した群と，前記短冊を挿入

した群を作り，筋膜及び皮膚は絹糸で縫合した．骨折

の実験には，反対側下腿中央部前面に，約4cmの皮

膚縦切開を加え，脛骨稜上にメスを入れ，筋肉は骨膜

と共に舌圧子を用いて鈍的に側方に分け，下腿骨は腓

骨付着部附近の高さで，電鋸を用いて鋸断した．骨折

部を整復し，15mm　x　301nmに切ったTeflon　Sheet

及びSilicon　gauzeを包むように巻き入れ，充分に

止血するのを待って，これらの布に各接着剤5滴を浸

すように滴下し，前面では，これらの布を重ね合わせ

て接着した．骨膜，筋層を寄せ，筋膜は縫合せず，皮

膚のみを絹糸で縫合した．また，対照群として，単に

骨折のみを起したものを作った．次いで，割箸片2本

で足関節より膝関節までを側方から外副子としてはさ

み，足関節背屈曲約120度，膝関節屈曲約140度で，大

腿首側部より足部まで，ギプス崩帯で外副子と共に充

分に固定した．

　これらの実験に際し，各接着剤は止血を確かあてか

ら挿入し∫術後，特別抗生物質の投与等は行なわなか

った．また，実験動物の死亡，或いは創汚染のため，

感染を見たものは，その都度，追加実験を行ない補充

した．

　c）標本作製
　Cy5000．　CH．（｝580．　VL．　G100の5者の比較実

験を行なった動物は，1・2・3・4・6・8・12・16・20

・24週目に屠殺し，背部は筋層を含めて異物の入った

局所を広範囲に切除し，下腿及び大腿はその儘切断し

、て，直ちに10％ホルマリン溶液で固定した．α一Cya・

noacrylate系接着剤4者の比較実験では，動物を1・

　2・3・4・6・8週目に屠殺し，大腿及び下腿を切断

し，その儘10％ホルマリン溶液に固定した．顕微鏡標

本作製に当り，皮下組織は筋層の一部を着けた儘，ま

た筋肉組織は，皮膚及び骨を分離し，パラフィン包

埋により，厚さ10μの標本を作製した，骨は硝酸脱
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灰の後，局所の筋層を着けた儘パラフィン包埋で，厚

さ15μの標本を作った．各標本はヘマトキシリン・

エオジン染色を行なった．

実　飛騨　績

1）肉眼的所見並びに触診所見

　a）皮下組織内に挿入したもの

　i）Cy5000群

　1週目では，皮下に示指頭大に膨隆した弾性硬な腫

瘤を触れ，下層の筋膜との癒着はなく，腫瘤は経過と

共に漸次縮小硬化し，6週目以後は，薄く硬い平板状

の硬結として触れる．固定標本の割面では，1週目

で．，周囲の組織とは明らかに区劃ざれる半月状で，最

大幅約6mmの灰白色を呈する，比較的軟かい異物

と壊死様組織の混在する部位を認め，この部位は経過

と共に漸次薄くなり，6週目では，厚さ約2mmの

硬い黄白色を呈する帯状の層として認められ，24週目

では，厚さ約1mmとなっている．（図1）

　ii）CH群

　1週目では，皮下に栂指頭大に膨隆した弾性軟な腫

瘤を触れ，筋膜との癒着はなく，腫瘤は経過と共に縮

小し，12週目では，弾性硬な示指頭大のやや平坦にな

った腫瘤として触れ，24週目には，平板状の硬結とし

て触れる．固定標本の割面では，1週目で，最大幅約

8mmの半月状黄白色を呈する，異物と壊死様組織が

混在するかなり軟かい部位を認める．この部位は経過

と共に薄くなり，6週．目では，最：大幅約5mmの灰

良工を呈する半月状の部位となり，24週目には，周囲

との境界不鮮明な灰白色の搬痕組織の中に，硬化した

異物の僅かに点在するのを認める．（図1）

　iii）G580群

　1週圏では，皮下に掴：指頭大の板状硬結を触れ，筋

膜との癒着はなく，4週目までは殆んど変らず，6・

8週目では，皮下にやや膨隆した示指頭大の硬結とし

て触れ，以後は経過と共に縮小し，24週目には，大豆

大の板状硬結として触れる．固定標本の割面では，1

週目で，厚さ約4mmの黒褐色を呈する硬い帯状の

部位を認め，4週目までは，この部位は肉眼的に殆ん

ど変らず，6・8週目では，灰白色の厚さ約2mmの

帯状の層を認め，24週目では，灰白色の搬痕組織の中

に，痕跡的に存在する硬化した異物を認める．（図1）

　iv）VL群

　1週目では，皮下に栂指頭大板状の硬結を触れ，筋

膜との癒着はなく，硬結は経過と共に縮小し，6週目

には，示指頭大となり，24週目には，大豆大の薄い板

状の硬結を触れる．固定標本の割面では，1週目から

内

4週目まで，厚さ3～4mmの茶褐色を呈する硬い帯

状の部位を認め，6週目では，厚さ約2mmとなり，

24週目でも，厚さ約2mmの茶褐色の層を認める．

（図1）

　v）G100群

　1週目では，皮下に栂指頭大の板状硬結を触れ，筋

膜との癒着はなく，硬結は経過と共に縮小し，6週目

には，示指頭大となり，24週目には，大豆大の薄い板

状の硬結を触れる．固定標本の割面では，1週目に，

厚さ約2叫nの黒褐色を呈する非常に硬い帯状の層

を認め，この層は経過と共に幾分薄くなるが，6週目

でも，なお約2mmの層として認められ，24週目で

も，範囲は狭くなっているが，厚さは殆んど変らずに

認められる．（図1）

　vi）E910群・AAS－1群・AAS－2群

　これら3群は，共に肉眼的所見並びに触診上Cy

5000群と殆んど変らず，1週目では，皮下に示指頭

大の膨隆した弾性硬な腫瘤を触れ，筋膜との癒着はな

く，腫瘤は経過と共に縮小硬化し，6・8週目には，

小指頭大の板状硬結として触れる．固定標本の割面で

は，1週目では，半月状の灰白色を呈する比較的軟か

い部位を認め，その最大幅は，E910では約6mm，

AAS－1及びAAS－2では約5mmである．この部

位は経過と共に薄くなり，6・8週目では，共に厚さ

約2mmの硬い黄白色を呈する帯状の層として認め

られる．

　viii）Teflon群・Siliccon群

　挿入したTeflon　sheet，　Silicon　gauzeによる相

違，また，α一Cyanoacrylate系接着剤4者間の相違

は，触診上全く認められず，1週目から8週目まで，

挿入したTeflonsheet及びSilicon　gauzeを中心

にした小指頭大の板状硬結として触れる．固定標本の

割面では，Teflon　sheet及びSilicon　gauzeは接

着剤により硬化し，その周囲に灰白色を呈する変化部

位が，1週目から4週目までは，細意3mmの範囲

に認められ，6・8週目では，約2mmとなってい
る．

　b）筋肉内に挿入したもの

　i）　Cy5000碧羊

　皮下組織と筋膜の癒着は非常に著明で，1週目より

経過と共に次第に強固になってくる．固定標本の割面

（筋線維の走行に直角）では，　1週目で，筋膜切開側

の筋層周辺部に，幅5～7mmの黄白色を呈する軟か

い変化部位を認め，この部位は，経過と共に茶褐色を

帯びて縮小硬化し，6週目では，白色を帯びて幅約4

mrロとなる．24週目では，この白色の層の中に，筋層
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中心部から筋膜に向う，非常に細い線状の異物の存在

を認める．

　iD　CH群

　1週目より4週目までは，筋膜外に洩出した異物を

中心に，筋膜と皮下組織の癒着は著明であるが，6週

目以後は，筋膜外に追出した異物は認められず，癒着

も比較的軽度である．固定標本の割面では，筋膜切開

部（ρ心血周辺部に，幅4～6r甲nの黄白色を呈する軟

かい変化部位と，その内側に茶褐色を帯び，硬化した

層を認める．一経過と共！ここれらの部位は縮小し，6週

目では，筋層周辺部にやや白色を帯びた健常部より幾

分軟かい幅2～4mmの層を認め，16週目以後ではこ

の層は健常部より■硬くなる．一

　iii）G580群

　1週目では，筋膜と皮下組織め癒着は軽度である

が，2・3・4週目では，筋層外に洩出した異物を介し

て，筋膜と皮下組織は著明に癒着している．6週目以

後では，洩出した異物を認めず，癒着も軽度である．

固定標本の割面では，1週目で，筋層の中心部から筋

膜切開部にかけ，手術時筋層分離面に相当して，三日

月形に茶褐色を呈する幅2～3mmの変化部位を認め

2週目以後，この部位は次第に黄白色を呈し，6・8

週目でも幅は変らず，16週目以後は，白色の線状の部

位として認められる．

　iv）VL群
　筋膜と皮下組織の癒着は非常に軽度で，筋膜外に異

物は全経過を通じて認められず，固定標本の割面で

は，1週目で，筋層中心部より筋膜切開部に向う，底

辺で6～7mmの三角形のやや黄色を呈する変化部位

を認める．この部位は，経過と共に縮小し白色を帯び

るようになり，6週目では，幅約1mmの線状の部

位として認められ，24週目では，筋層の極く周辺に筋

膜切開部に一致して，僅かに黄白色を呈する部位を認

めるのみである．

　v）G100群

　1週目より4週目まで及び20週目に，筋膜外に面出

した異物を中心に筋膜と皮下組織の癒着を中等度に認

めるが，異物の洩出していないものでは，癒着は軽度

である．固定標本の割面では，1週目で，筋層の中心

部から筋膜切開部に向って，底辺で約5cmに広がっ

た三角形で，薄茶褐色を呈する変化部位が認められ

る．こ’の部位は経過と共に縮小し，6週目では，筋層

分離面に一致して，線状の薄茶褐色を呈する異物と，

その周囲にやや白色を帯びた晶晶2mmの層を認め

る．16週目でも，なお異物が認められるが，24週目で

は，異物は殆んど認められず，筋層周辺部に僅：かに茶

褐色を呈し硬化した部位を認める．

　vi）E910群・AAS－1群・AAS－2　i群

　皮下組織内に挿入したものと同様に3群論，Cy5000

群と肉眼的には大きな相違は認められず，1週目より

皮下組織と筋膜の癒着は非常に著明である．固定標

本の割面では，筋層周辺部に黄白色を呈する軟かい変

化部位を認め，その範囲は3者共にCy　5000と同程

度である．この変化部位は経過と共に縮小硬化し，8

週目では，E910．　AAS－2は，　Cy5000より幾分狭い

がAAS－1はCy5000と同程度で，3者共に白色一を

帯び硬化している．

　vii）Teflon群・Silicon群

　両群共に，接着剤単独挿入群と同様，接着剤の種類

による相違は殆んど認められず，1週目より皮下組織

と筋膜の癒着は著明である．固定標本の割面では，1

週目で，Teflon　sheet及びSilicon　gauzeは，接着

剤により非常に硬化、して白色を呈し，その周囲の変化

部位は，Teflon　sheet及びSilicon　gauzeの断面の

形によって形は変っているが，その程度は接着剤単独

挿入群と殆んど変ち．ない．いずれも変化部位は経過と

共に縮小硬化し，8週目では，Teflon　Sheet，　Silicon

gauzeを中心とした白色を帯びた硬結として，接着

剤単独挿入群より幾分変化部位が幅狭く認められる．

Teflon　sheet，　Silicon　gauzeによる相違も殆んど認

められない．

　c）骨髄内に挿入したもの

　骨の外観からは，挿入した各接着剤による相違は全

く認められない．骨皮質欠損部は1・2週目では，搬

痕化した筋組織の下に，肉芽組織で埋れて開存して

いるが，3週目以後では，肉眼上修復されて，僅かに

陥没した状態を認めるのみとなり，16週目までは新生

皮質が薄黒く光を透過させている．20・24週目では，

やや凹凸のある不規則な皮質により修復されている．

骨髄内はその儘顕微鏡標本を作ったために，肉眼的観

察は行なわなかった．

　d）骨折の接着

　対照群も，Teflon　sheet，　Silicon　ganzeを纏絡し

各接着剤で接着したものも，1週目より骨折端の転位

が見られ，また筋組織　肉芽組織を附着させた儘で

は，外観からは各材料による相違は判断できない．レ

線写真では，概して接着剤使用群より，対照群の方が

骨折端の転位は甚だしいが，各接着剤使用群でも，経

過と転位の程度は一致しない．接着剤使用群は4週目

においても，なおその殆んどが触診上，骨折部に異常

可動性を認めるが，対照群では4週目に，可動性は認

められない．しかし8週目では，何れにも可動性はな
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く骨折は癒合しているものと思われた．（図2a，b，c，d）

2）病理組織学的所見

　a）皮下組織内に挿入したもの

　異物を挿入した局所と，その周囲の組織反応は，甚

だしい相違が認められ，これを同時に記載することは

紛らわしいために，便宜上分けて記載したが，勿論，

両部は連続した組織反応である．

　i）　Cy5000碧羊　（表1）

　Cy　5000が挿入された局所には，1週目より相当に

強い組織の壊死が起り，4週目に最も強く認められ，

20週目には殆んど吸収されている．炎症細胞の浸潤は

1週目より壊死巣周辺に滲出性変化を伴って非常に強

く認められ，強い浸潤は16週目頃まで続き，20・24週

目でも，なお軽度に認められる．一方局駈における結

合織性反応は，少なくとも12週目以後にならないと認

められず，それ以前では，局所は異物を含めて，強い

炎症細胞の浸潤を伴う組織の融解壊死の状態を呈し，

線維芽細胞の増殖が見られる12週目以後の時期に，多

核巨細胞が認められる．24週目の状態は，異物が炎症

細胞，結合織性組織に被包され，エオジンに淡染する

無構造な硝子様物質として認められる．局所内への線

維の増生，血管新生は16週目以後に認められる．

　局所周囲にも，1週目から滲出性変化を伴った炎症

細胞の浸潤が強く見られ，特に好中球の浸潤が強く，

4週目までその程度はかなり強く認められる．6週目

以後は比較的軽度となり，16週目以後は24週目におい

ても，単核細胞の浸潤が著明に認められる．線維芽細

胞も1週目より著明に増殖し，8週閏まで二心である

が，その後は比較的緩慢に増殖し，血忌新生を伴った

肉芽を形成する．多核巨細胞は2週目，8週目，24週

目に認められる．線維の増生は経過と共に強くなり，

線維性肉芽組織によって，異物を被包しているが，24

週目の局所周囲の状態は，慢性炎症細胞の浸潤が強い

割に，異物を取り巻く線維の増生が余り強く起ってい

ない．（図3，4）

　ii）　　CH　 群　　（表1　）

　CH挿入局所には，1週目より組織の融解壊死が著

明に起り，壊死組織は24週目においても吸収されない

で残っている．局所の滲出性変化は1週目より非常に

強く起り，炎症細胞の浸潤は著明で，強い炎症細胞の

浸潤は12週目まで続き，16週目以後には比較的軽度に

認められる．局所内部への線維芽細胞の浸潤，線維の

増生は，20週目に僅：かに認められるのみで，24週まで

の経過を通じて，多核巨細胞も血管新生も全く認めら

れない．24週後の局所の状態は，異物は標本作製過程

の操作で脱落し殆んど認められないが，なおかなり著

内

明な壊死組織に炎症細胞の浸潤を伴い，周囲の線維性

肉芽組織により被包されている．

　局所周囲にも1週目より相当に強い滲出性変化が起

り，炎症細胞の浸潤が強く，且つ持続的で，3週目に

おいて最も強く，20週目でもかなり著明に認められ

る．多核巨細胞は8週目に認められるのみで，線維芽

細胞の増殖は1週目より24週目まで著明に認められる

が，線維の増生は1週目より6週目までは寧ろ弱く，

8週目から漸次強く起っている．血管新生も6週目以

後に認められる．24週目の状態は，局所の壊死組織を

取り巻く線維の増生が，慢性炎症細胞の浸潤の強い割

に，Cy5000よりもなお弱い．（図5，6）

　iii）G580群（表1）

　G580挿入局所には，1週目より細織の融解壊死が

軽度に認められ，20週目でもなお認められるが，24週

目には認められなくなっている．炎症細胞の浸潤は1

週目から4週目まではかなり強く，6週目以後は軽度

で24週目にも認められる．多核巨細胞は2週目，8週

目，24週目に認められる．線維芽細胞の浸潤，線維の

増殖，血管新生は，1週目に僅かに認められるのみ

で，2週目以後は全く認められない．．24週目の局所

の状態は，異物は標本作製操作中に脱落して認められ

ず，その範囲は一二に小さく，周囲の結合織性肉芽に

より被包されている．

　局所周囲には，1・2週目では炎症細胞の浸潤はか

なり強いが，3週目以後は軽度で，12週目，20週目

の標本では強く認められ，24週目では軽度に認められ

る．多核巨細胞は1週目，6週目及び16週目以後に認

められる．血管新生は1週目より4週目までに認めら

れ，線維芽細胞の増殖は1週目ではかなり著明である

が，2週目より6週目まではやや緩慢であり，8週目

以後は活澄に増殖している．線維の増生は1週目より

かなり強く起っている．24週目の状態は，軽度の炎症

細胞の浸潤を伴う線維性肉芽で被包を形成している

が，この被包はCy5000よりも軽度である（図7，

8）

　iv）VL群（表1）

　VL挿入局所には，全経過を通じて組織の融解壊死

は全く認められないが，炎症細胞の軽度の浸潤は1週

目より24週目まで続き，多核巨細胞は12週目以後に多

数に出現している．線維芽細胞の増殖も3週目より見

られ，12週目以後は活濃になり，それに伴って線維の

増生が起っている．血管新生も12週目以後に見られ

る．24週目の状態は，軽度の炎症細胞の浸潤及び多核

巨細胞の浸潤を伴う結合織性肉芽で満たされ，異物の

存在は認められない．
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　を示し，程度を現わすのに，その中問と思われるものは，（十～什），（什～柵）の表現を加えた．

　程度を文章で示すことが困難と思われ，附図説明中にその程度を記載した．



288 河

　局所周囲にも，炎症細胞の浸潤は1週目より24週目

まで軽度に認められ，2週目，4週目及び12週目の標

本ではやや強く浸：潤している．多核巨細胞は2週目及

び6・8週目に軽度に認め，12週目以後には非常に著

明に見出される．線維芽細胞の増殖は1・2週目にも

見られるが，3週目以後は活澄となり，24週目にも続

いており，血管新生も3週目より見られ，結合織性線

維の増生と相侯って次第に強い線維性肉芽を形成す

る．24週目の状態は，軽度の炎症細胞の浸潤を伴う著

明な結合織性肉芽の中に，多数の巨細胞の浸潤及び血

管新生を認める．（図9，10）

　v）G100群（表1）

　G100挿入局所には，壊死組織は8週目及び16週目

の標本に僅かに認められる他は見出されず，炎症細胞

の浸潤は1週目より3週目まではやや強いが，4週目

以後は軽度となり，24週目でもなお認められる．血管

新生は全経過を通じて認められず，多核巨細胞も全く

認められないが，線維芽細胞は12週目以後に僅かに浸：

潤している．24週目の状態は，異物は殆んど認められ

ず，壊死組織も存在しないが，極く軽度の線維性肉芽

と，軽度の炎症細胞の浸潤が見られ，局所と周囲を分

けることは困難である．

　局所周囲には，炎症細胞の浸潤が1・2週目には，

やや強く見られ，3週目以後は軽度となるが，8・12

週目の標本では，炎症細胞の浸潤はやや強く認めら

れ，16週目以後はまた軽度になる．多核巨細胞は2週

目に認められるのみである．線維芽細胞の増殖は8週

目にやや強く認められるが，全経過を通じて軽度であ

り，線維の増生も全経過を通じて軽度で，20・24週目

ではやや強く認められる．血管新生は4週目より20週

目までに見られる．24週目の状態は，軽度な炎症細胞

の浸潤を伴う余り強くない結合織線維の増生が認めら

れるのみである，（図11，12）

　vi）E910　i群（表2）

　E910挿入局所には，1週目より組織の融解壊死が

起り，壊死組織は4週目に最も強く，8週目にも相当

に強く認められる．炎症細胞の浸潤は1週園よりかな

り強く，8週目にも強い浸潤が続いている．線維芽細

胞の浸潤は4週目以後に僅かに見られ，多核巨細胞・

血管新生は全く認められず，異物は8週目にも認めら

れる．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤はかなり強く起って

おり，4週目及び8週目では，やや軽度に認められ

る．多核巨細胞は全く見出されず，線維芽細胞の増殖

は1週目より活澄で，それに伴ない線維の増生も3週

目以後に強くなっており，血管新生は2週目以後に回

内

められる．（図13）

　vii）AAS－1群（表2）

　AAS－1挿入局所には，1週目より組織の融解壊死

が認められ，8週目には壊死組織は僅かに存在してい

る．炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり強いが，6・

8週目ではやや軽度になっている．線維芽細胞の浸潤

は6・8週目に僅かに認められ，多核巨細胞，血管新

生は全く見出されず，異物は8週目にも認められる．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目ではかなり

強いが，2週目以後では軽度になり，多核巨細胞は1

週目にのみ認められる．線維芽細胞は1週目より活澄

に増殖し，線維の増生は3週目までは軽度で，4週目

以後に強くなり，血管新生は2週目以後に見られる．

（図14）

　viii）AAS－2群（表2）

　AAS－2挿入局所には，1週目より組織の融解壊死

が見られ，6・8週目では壊死組織は僅かながら認め

られる．炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり強いが，，

4・6週目ではやや弱く，8週目では更に軽度になっ

ている．多核巨細胞は8週目にのみ見出され，血管新

生は全く認められず，線維芽細胞は6・8週目に僅か

に浸潤しており，異物は8週目にも認められる，

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり

強いが，4週目以後は軽度になり，多核巨細胞は8週

目にのみ認められる．線維芽細胞は1週目より盛んに

増殖し，線維の増生は3週目までは軽度で，4週目以

後に強くなり，血管新生は2週目以後に見られる．

（図15，16）

　ix）Teflon十Cy5000群（表2）

　異物挿入局所には，1週目より組織の融解壊死が見

られ，壊死組織は3週目及び6週目では特に強く，8

週目でも軽度に認められる．炎症細胞の浸潤は1週目

よりかなり強く，4週目及び8週目ではやや軽度に認

められる．多核巨細胞は全く見出されず，線維芽細胞

は2週目より極く僅かに浸潤し，血管新生も8週目に

僅かに認められる．Teflon線維と接着剤は1週目よ

り既に分離し，Teflon線維は標本作製操作中脱落し

殆んど認められないが，接着剤はなお8週目にも存在

している．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり

強く，4週目以後ではやや軽度になり，多核巨細胞は

3・4週目に見出される．線維芽細胞の増殖は1週目

より盛んで，それに伴って線維の増生は3週目以後に

は強く認められ，血管新生は2週目以後に見られる．

（図17）

　x）Teflon十E910　i群（表2）
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　異物挿入局所には，1週目より組織の融解壊死が見

られ，壊死組織は4週目には特に強く，8週目でも軽

度に認められる．炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり

強く，6・8週目ではやや軽度になり，多核巨細胞，

線維芽細胞の僅かな浸潤，僅かの血管新生が6・8週

目に認められる．異物は前者と同様な状態で認められ

る．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり

強く，6・8週目では軽度になり，多核巨細胞は6・

8週目に見出される．線維芽細胞は1週目より活綴に

増殖し，それに伴い線維の増生も3週目から強くな

り，血管新生は2週目以後に認められる．
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いている．多核巨細胞は全く見出されず，線維芽細胞

は1週目より盛んに増殖し，それに伴って線維の増生

も3週目以後に強くなり，血管新生は2週目以後に認

められる．

　xiii）Silicon十Cy5000群（表2）

　異物挿入局所には，組織の融解壊死が1週目よりか

らり強く見られ，2週目及び4週目ではやや軽度に認

められるが，8週目でもかなり強く認められる．炎症

細胞の浸潤も1週目よりかなり強く続き，8週目では

やや軽度になっている．多核巨細胞は6・8週目に見

出され，線維芽細胞の浸潤は2週目及び6・8週目に

僅かに認められるが，血管新生は全く認められない．

Silicon線維と接着剤は1週目より分離し，Silicon線

維は標本作製操作中脱落し殆んど認められないが，接

着剤は8週目にも見出される．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり

強いが，4週目以後には軽度になり，多核巨細胞は6

・8週目に見出される．線維芽細胞は1週目より上澄

に増殖し，それに伴い線維の増生も2週目より強くな

り，血管新生は1週目から認められる．（図19）

　xiv）Silicon十E910群（表2）　　　　　5

　異物挿入局所には，組織の融解壊死が1・2週目に

はかなり強く見られ，3週目以後では軽度になり，8

　xi）Teflon十AAS－1群（表2）

　異物挿入局所には，壊死組織が1週目より8週目ま

で軽度に認められ，炎症細胞の浸潤は1・2週目では

かなり強く，3・4週目ではやや弱く，6・8週目で

は更に軽度になっている．多核巨細胞，血管新生は全

く見出されず，8週目に僅かな線維芽細胞の浸潤が見

られる．異物は前者と同様な状態で認あられる．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目ではかなり

強いが，2週目以後は軽度になり8週目にも続いてい

る．多核巨細胞は4週目以後に認あられる．線維芽細

胞は1週目より三一に増殖し，線維の増生は3週目ま

では軽度で，4週目以後に強くなり，血管新生は2週

目以後に認められる．（図18）

　xii）Teflon十AAS－2群（表2）

　異物挿入局所には，1週目より組織の融解壊死が見

られ，8週目には僅かに認められる．炎症細胞の浸潤

は1週目よりかなり強く，4・6週目ではやや弱く，

8週目では更に軽度になっている．多核巨細胞，血管

新生は全く見出されず，線維芽細胞の浸潤は8週目に

僅かに認められる，異物は前者と同様な状態で見出さ

れる．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1・2週目ではか

なり強いが，3週目以後では軽度になり8週目にも続
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週目では僅かに認められる．炎症細胞の浸潤は3週目

まではかなり強く，4週目以後はやや軽度になり，多

核巨細胞，血管新生は全く見出されない．線維芽細胞

は4週目より僅かに浸潤し，8週目には軽度に線維性

肉芽が認められる．異物は前者と同様な状態で見出さ

れる，

　局所周囲では，炎症細胞め浸潤は1・2週目ではか

なり強いが，3週目以後は軽度になり，多核巨細胞は

6・8週目に見出される．線維芽細胞は1週目より盛

んに増殖し，それに伴い線維の増殖も3週目よく強く

なり，血管新生は1週目から認められる．

　xv）一Silicon一トAAS－1・群（表2）

　異物挿入局所には，組織の融解壊死が1・2週目に

はかなり強く見られ，3週目以後では軽度に認められ

る．炎症細胞の浸潤は1週目ではかなり強いが，2週

目以後ではやや弱く，8週目では更に軽度になり，多

核巨細胞，血管新生は全く認められない．線維芽細胞

の浸潤は8週目に僅かに認められ，異物は前者と同様

な状態で見出される．

　局所周囲には，炎症細胞の浸潤は1週目ではかなり

強いが，2週目以後では軽度になり，多核巨細胞は8

週目にのみ見出される．線維芽細胞は1週目より活澄

に増殖し，それに伴い線維の増生も3週目以後に強く

なり，血管新生は2週目以後に認められる．

　xvi）Silicon十AAS－2群（表：2）

　異物挿入局所には，組織の融解壊死が1週目よりか

なり強く見られ，6・8週目では軽度に認められる．

炎症細胞の浸潤は1週目よりかなり強いが，2週目及

び6・8週目ではやや軽度に認められ，多核巨細胞，

線維芽細胞の軽度な浸潤，僅：かの血管新生が8週目に

認められる．異物は前者と同様な状態で見出される．

　局所周囲では，炎症細胞の浸潤は1週目ではかなり

強いが，2週目以後では軽度になり，多核巨細胞は8

週目にのみ認められる．線維芽細胞は1週目より盛ん

に増殖し，それに伴い線維の増生も3週目以後に強く

なり，血管新生は2週目以後に認められる．（図20）

　b）筋肉内に挿入したもの

　i）Cy5000群　（表・1）

　Cy5000挿入部位の筋線維に，相当に強い壊死が1

週目より4週目までに見られ，6週目以後は漸次吸収

され，20週目には認められない．壊死巣の囲りには炎

症細胞の浸潤が1週目よりかなり強く見られ，特に1

週目及び3週目に強く12週目まで続き，16週目以後で

は軽度になる．多核巨細胞は3・4週目及び12・16週

目に主として筋原性巨細胞が見られる．線維芽細胞の

増殖は2週目より非常に活澄で16週目まで続き，20・

24週では弱くなっている．これに伴って線維の増生も

旺盛で，24週目には異物周囲にかなり強い線維の増生

が見られ，健常部筋組織との間に厚い肉芽が形成され

ている．異物は24週後にもなお認められるが，大部分

は標本作製操作中に失われ僅かに残っている．（図21，

22）

　ii）CH君羊（表1）

　CH挿入部位の筋線維は1週目より壊死に陥ってい

るが，限局性の壊死は2週目より8週・目までにかなり

強く認められる．炎症細胞の浸潤は，局所に壊死が認

められる間，相当に強く認められるが，その後は軽度

で16週目からは僅かに認められるのみである．線維芽

細胞は1週目にも強く増殖しているが，4週目より8

週目にかなり強い増殖を認め，24週後にも異物周囲に

認められる．これに伴って線維の増生も強く，3週目

から次第に線維の量は増加して24週後には厚い肉芽を

形成している．多核巨細胞は1週目及び8週目に見出

される，（図23）

　iii）G580群（表1）

　G580挿入部位の筋線維に，1週目より3週目まで

に壊死が認められる．炎症細胞の浸潤は1週目より4

週目まではかなり強いが，6週目以後では軽度にな

り，24週目まで多少とも異物の周囲に認められる．多

核巨細胞は2週目にのみ見出され，線維芽細胞の増殖

は1週目より16週日までは盛んであるが，20・24週目

では弱くなり，線維の増生は3週目から強く起り，健

常部筋組織は圧迫性萎縮を蒙っている．（図24）

　iv）VL群（表1）

　VL挿入部位の筋線維に，1週目より4週目までと

8週目に壊死が認められ，特に2・3週目ではかなり

強い壊死が認められる．炎症細胞の浸潤は，1週目よ

り3週目までは次第に強くなり，3週目ではかなり強

いが，その後は減少し，12週目以後は軽度で20週目で

は殆んど認められない．線維芽細胞の増殖及び線維の

増生は，炎症細胞の浸潤の強い時期に周囲に強く起

り，16週目以後は比較的緩慢である．多核巨細胞は1

週目，3週目及び12週目より20週目に見出される．肉

芽組織周囲の健常部筋線維に1週目より8週目まで，

一般に強い圧迫性萎縮の像が見られる．（図25）

　v）G100　i群（表1）

　G100コ入部位の筋線維に，1週目より4週目まで

に軽度の壊死が認められる，炎症細胞の浸潤は1週目

より3週目までにかなり強いが，4週目以後は軽度に

なり，20・24週目には僅かに肉芽組織内に散在してい

る．多核巨細胞は1週目に筋原性と思われるものが僅

かに見出され，線維芽細胞は2週目より16週目まで活
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澄に増殖し，線維の憎生も2週目から次第に強くなっ

て，異物周囲に線維成分に富んだ肉芽を形成する．周

囲の健常部筋線維に1週目より6週目までに強い圧迫

性萎縮が認められる．（図26）

　vi）E910群（表2）

　E910挿入部位の筋線維に，1週目より4週目まで

に相当強い壊死が見られ，6・8週目ではやや軽度に

認められる．壊死巣の撮りには炎症細胞の浸潤は1週

目よりかなり強く，6・8週目ではやや軽度になる．

多核巨細胞は8週目に見出され，線維芽細胞は2週目

より活澄に増殖し，これに伴って線維の増生も盛んで，

異物周囲に厚い線維性肉芽の形成が見られる．（図27）

　vii）AAS－1群（表2）

　AAS－1挿入部位の筋線維に，1週目より3週目ま

でに相当強い壊死が見られ，4・6週目ではやや弱

く，8週目では更に軽度に認められる．炎症細胞の浸

潤は1・2週目ではかなり強く，3週目以後でも比較

的強い浸潤が8週目まで続いている．多核巨細胞は見

出されず，線維芽細胞の増殖は2週目から活澄で，8

週目ではやや緩慢になるが，これに伴い線維の増生も

3週目以後には強く認められ，異物周囲に厚い線維性

肉芽が形成されている．（図28）

　viii）AAS－2群（表2）

　AAS－2挿入部位の筋線維に，1週目より3週目ま

でに相当強い壊死が見られ，4・6週目ではやや弱

く，8週目では更に軽度に認められる．炎症細胞の浸

澗は1・2週目ではかなり強く，3週目以後ではやや

弱くなるが，8週目まで続いている．多核巨細胞は見

出されず，線維芽細胞は2週目より活澄に増殖し，8

週目ではやや弱くなるが，これに伴い線維の増生も2

週目以後強く認められ，異物周囲に厚い線維性肉芽が

形成されている（図29，30）

　ix）Teflon十Cy5000群（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，1・2週目に相当強い壊

死が見られ，3週目以後ではやや弱く，8週目では更

に軽度に認められる．炎症細胞の浸潤は，1週目より

3週目まではかなり強く，4週目以後も比較約強い浸

潤が8週目にも続いている．多核巨細胞は4週目に見

出され，線維芽細胞は2週圏より活澄に増殖し，それ

に伴い線維の増生も2週目より盛んに認められる．

（図31，32）

　x）Teflon十E910群（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，壊死が4週目ではやや軽

度であるが，1週目より8週目まで相当強く認めら

れ，周辺の炎症細胞の浸潤も1週目から8週目までか

なり強く続いている．多核巨細胞は見出されず，線維

内
」

芽細胞の増殖は2週目より活蔽で，それに伴い線維の

増生も盛んに認められる．（図33）

　xi）Teflon十AAS－1高く表2）

　異物挿入部位の筋線維に，壊死が1・2週目では相

当強く，3・4週目ではやや弱く，6・8週目では更：

に軽度に認められる．炎症細胞の浸潤は1週目より4

週目までは比較的強く，6・8週目では軽度になり，

多核巨細胞は4週目及び8週目に見出される．線維芽

細胞は3週目より活澄に増殖し，線維の増生は2週目

より盛んに認められる．（図34）

　xii）Teflon十AAS－2群（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，壊死が1・2週目では相

当強く，3週目以後ではやや弱く認められ，炎症細胞

の浸潤も1・2週目ではかなり強く，3週目以後はや

や弱くなって8週目まで続いている．多核巨細胞は見

出されず，線維芽細胞は2週目より活澄に増殖し，そ

れに伴い線維の増生も盛んに認められる．（図35）

　xiii）Silicon十Cy5000群　（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，壊死が1週目より4週目

までには相当強く，6・8週目ではやや軽度に認めら

れ，炎症細胞の浸潤も1週目より4週目まではかなり

強く，6・8週目ではやや軽度に認められる．多核巨

細胞は3週目に見出され，線維芽細胞の増殖は1週目

より活澄で，線維の増生は2週目より盛んに認められ

る．（図36）

　xiv）．Silicon・十E910群（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，相当強い壊死が1週目よ

り続いて見られ，4週目及び8週目ではやや軽度に認

められる．炎症細胞の浸潤も1週目よりかなり強く，

8週目ではやや軽度に認められ，多核巨細胞は8週目

に見出される．線維芽細胞の増殖は1週目より非常に

著明で8週目にも続き，それに伴い線維の増生も2週

目からは盛んに認められる．

　xv）Silicon十AAS－1　i群（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，壊死が1週目では相当強

く，2週目以後はやや弱く，6・8週目では：更に軽度

に認められる．炎症細胞の浸潤は1週目ではかなり強

く，2週目以後ではやや軽度になるが，，8週目でも比

較的強く認められる．多核巨細胞は2・3週目に見出

され，線維芽細胞は1週目から活澄に増殖し，線維の

増生も2週目からは盛んに認められる．

　xvi）Silicon十AAS一を君羊（表2）

　異物挿入部位の筋線維に，壊死が1・2週目では相

当強く，3週目以後ではやや軽度に認められる．炎症

細胞の浸潤は1週目及び3週目ではかなり強く，2週

目及び4週目以後ではやや軽度に認められる．多核巨
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細胞は8週目に見出され，線維芽細胞は2週目より活
　　　ノ
澄に増殖し，それに伴って線維の増生も2週目から盛

んに認められる．（図37）

　cン骨髄内に挿入したもの（表1）

　骨髄内に挿入した異物の認められるものは，Cy5000

群の1・2週目，G580群の1週目及び4・6週目，

VL群の1週目及びG100群の8週目のみで，その量

も点く僅かである．12週目には異物はいずれの群にも

全く見出されず，局所に形成される肉芽組織は，次第

に異物挿入時の骨皮質欠損に対する非特異性肉芽像を

呈し，各接着剤に対する組織反応を明らかにし得なく

なり，16週目以後の組織学的所見は省略した．

　i）Cy5000群（表1）

　1・2週目では，骨髄内に挿入された接着剤は僅か

ながら認められ，これを取り囲んで，骨外側では骨膜

からの類骨組織の増生が起り，骨内層からの類骨組織

の強い増生も認められる．異物周囲には，1週目では

壊死組織も認められ，炎症細胞の浸潤を伴い線維芽細

胞の軽度に増殖した肉芽状態が認められる．3週目以

後には骨髄内に異物は認められず，3週目では，骨髄

の一部に壊死組織及び炎症細胞の浸潤がやや強く認め

られるが，その後，壊死組織は認められず，骨髄は線

維芽細胞に富んだ肉芽組織と置き換り，漸次線維性と

なり，仮骨組織は厚くなっている．（図38）

　ii）CH群（表1）

　1週目より3週目では，内外の類骨組織の増生がか

なり強く，中心部の肉芽を囲んでいる．肉芽内には，

異物も壊死組織も認められず，線維芽細胞の増殖が著

明で，軽度の炎症細胞の浸潤が認められる．4週目以

後は線維芽細胞の増殖も緩慢で，12週目では線維芽細

胞の増殖も殆んど止み，そこに線維性組織が増生する

のみである．

　iii）G580群（表1）

　1・2週目には，骨髄内に出血が認められるが，壊

死組織は認められず，1週目より内外め類骨組織の増

生がかなり強く認められる．異物は1週目及び4・6

週目の一部に認められ，これを取り巻いて異物の存在

する程度に応じて炎症細胞の浸：潤が見られ，線維芽細

胞もまた増殖している．（図39）

　iv）VL群（表1）

　1週目では，内外の類骨組織の増生は軽度である

が，炎症細胞の浸潤は僅かに骨髄内に認められる異物

の揺りにかなり強く見られ，壊死組織は認められな

い．2週目以後は類骨組織の増生が次第に強くなり，

骨髄㊧一部には炎症細胞の浸潤した肉芽組織が見られ

る．異物は2週目以後には認められず，12週目では炎

症細胞の浸潤した肉芽組織も認あられない．

　v）G100群（表1）

　内外の類骨組織の増生は，1週目よりかなり強く認

められる．異物は8週目に僅かに認あられるのみで，

1・2週目には出血が見られる．1週目より6週目ま

でに骨髄の一部にかなり強い炎症細胞の浸潤を認め，

線維芽細胞も増殖しているが，8・12週目では炎症細

胞の浸潤も軽度になり，線維芽細胞及び線維の増生し

た肉芽により骨髄は置き換えられる．8週目に異物周

囲に多核巨細胞が認められる．（図40）

　d）骨折の接着（表3）

　i）対照群
　骨折部周囲に1・2週目には出血巣が認められ，3

週目にはこの出血巣が壊死様組織に変り，次第に周囲

からの線維芽細胞及び膠原線維の増生により置換さ

れて，4・6週目では僅かに見出されるが，8週目で

は認められない．1・2週目ではこの出血巣の周囲に

かなり強い炎症細胞の浸潤が見られるが，2週目以後

に線維芽細胞の増殖，線維の増生が強く起り，炎症細

胞の浸潤は3週目以後は軽度で8週目には線維性肉芽

の中に僅かに散在している．内仮骨の形成は1週目に

は僅かに認められ，出血巣と接しているが，2週目以

後は内仮骨の形成は著明で，炎症細胞の浸潤を伴う肉

芽組織に移行して出血巣を取り巻き，8週目では僅か

の炎症細胞の散在を伴う線維性肉芽に移行し，この肉

芽は：更に骨膜性仮骨に移行している．骨膜性仮骨の形

成は1週目よりかなり強く，3週目．以後は非常に顕著

である．骨膜性仮骨と出血巣の間には1週目より肉芽

組織が見られ，肉芽と仮骨は境界なく移行している．

　ii）Teflon十Cy5000群

　骨折部周辺の出血巣の状態は，1週目では対照群と

殆んど変らないが，3週目以後では壊死組織に変り，

8週目までかなり強，く存続している．炎症細胞の浸潤

も1週目よりかなり強く，8週目まで続いている．線

維芽細胞の増殖，線維の増生は4週目頃までは対照群

に比べやや軽度であるが，次第に強くなっている．内

仮骨の形成は3週目頃までは，対照群より軽度で，4

週目以後はその程度は同様であり，骨膜性仮骨の形成

は2週目以後対照群と殆んど変らない．（図41）

　iii）Teflo鮭十E910　i群

　骨折部周辺の出血壊死巣は1週目より4週目までは

かなり強く，6・8週目では軽度に認められる．炎症

細胞の浸潤は1週目では対照群と変らないが，6週目

まで続き8週目では軽度になっている．多核巨細胞は

4週目及び8週目に認められる．線維芽細胞の増殖，

線維の増生は2週目よりやや強くなっているが，4週



目頃までは対照群よりやや軽度

に認められる．内仮骨，骨膜性

仮骨の形成は共に2週目以後対

照群とその程度は殆んど変らな

い．（図42）

　iv）Teflon十AAS－1群

　骨折部周辺の出血壊死巣は，

1週目では対照群よりやや軽度

であるが，3週目以後では対照

群より強くなり，4週目までは

かなり強く，6・8週目では軽

度に認められる．炎症細胞の浸

潤も4週目まではかなり強く，

6・8週目には軽度になる．多

核巨細胞は8週目にのみ見出さ

れ，線維芽細胞の増殖は8週目

まで軽度であり，線維の増生は

2週目以後に強く起っている．

内仮骨の形成は2週目及び6・

8週目で対照群よりやや軽度に

認められ，骨膜性仮骨の形成

は，2週目以後対照群と同程度

に認められる．（図43）

　v）Teflon十AAS－2群

　骨折部周辺の出血壊死数は，

1週目では対照群よりやや軽度

であるが，2週目以後では対照

群より強くなり，4週目までは

かなり強く，6・8週目では軽

度に認められる．炎症細胞の浸

潤も4週目まではかなり強く，

6・8週目では軽度になる．多

核巨細胞は見出されず，線維芽

細胞の増殖は8週目まで軽度で

あり，線維の増生は3週目以後

は強く起っている．内仮骨の形

成は対照群と殆んど変らない

が，骨膜性仮骨の形成は4週目

までは対照群よりやや軽度であ

り，6・8週目では同様であ
る．（図44，45）

　vi）Silicon十Cy5000群

　骨折部周辺の出血巣は，1週

目より対照群より強く，8週目

までかなりの強さに認められ

る．炎症細胞の浸潤も1週目よ
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り8週目までかなりの強さに認められる．多核巨細胞

は4週目のみに見出され，線維芽細胞の増殖，線維の

増生は3週目以後にはかなり強く起っている．内仮骨

の形成は対照群と殆んど変らず，骨膜性仮骨の形成

は3週目詰までは対照群より軽度であるが，4週目以

後では同様である．（図46）

　vgSilicon十E910群

　骨折部周辺の出血壊死巣は，1週目より対照群より

強く，8週目までかなりの強さに認められる．炎症細

胞の浸潤も1週目より8週目までかなりの強さに認め

られる．多核巨細胞は2週目にのみ見出され，線維芽

細胞の増殖は2週目頃よりかなり強くなり，線維の増

生も3週目頃から強くなる．内仮骨の形成は対照群に

比べ6・8週目ではやや軽度に認められ，骨膜性仮骨

の形成は4週目までは対照群よりやや軽度であり，’6

・8週目では同様である．（図47）

　viii）Silicon十AAS－1群

　骨折部周辺の出血壊死巣は，1週目より対照群より

強く，8週目までかなりの強さに認められる．炎症細

胞の浸潤も1週目より8週目までかなりの強さに認め

ちれる。多核巨細胞は8週目のみに見出され，線維芽

細胞の増殖．線維の増生は，2週目頃よりかなり強く

なっている．内仮骨の形成は，対照群と殆んど相違が

認められず，骨膜性仮骨の形成は6週目頃まで対照群

よりやや軽度に認められる（図48，50）

　ix）Silicon十AAS－2群

　骨折部周辺の出血壊死巣は，1週目より対照群より

強く，8週目までかなりの強さに認められる．炎症細

胞の浸潤も1週目より8週目までかなり’の強さに認め

られる．多核巨細胞は認められず，線維芽細胞の増殖

は2週目よりかなり強く起り，線維の増生は4週目よ

り強くなっている．内仮骨の形成は，2週目では対照

群より軽度ではあるが，3週目以後は殆んど変らず，

骨膜性仮骨の形成は4週目頃までは対照群よりやや軽

度であり，6勉8週目では同様である．（図49）

　　　　　　　　総括並びに考察

　生体組織の接着に用いられる接着剤は，他の工業用

接着剤と異なり，種々の困難な条件が考慮されねばな

らない．即ち，化学的に安定で，毒性がなく，そのも

の自体が無菌か滅菌が簡単に可能で，水分や脂肪の存

在め下でも充分強力な接着力を発揮し，乾燥状態を余

り必要とせず，しかも接着速度が迅速で，接着に際し

生体組織を損傷するような反応熱がなく，また過度の

熱や圧力を必要とせず，生体自身の結合織の増殖によ

って接着剤間隙を連絡して癒合をはかり，創傷の治癒

過程を阻害するような組織反応がなく，速かに吸収ま

たは器質化の運命を辿ることが望まれる．α一Cyanoa・

crylate系接着剤は，血管，皮膚，消化器，実質性臓

器等の軟部組織の接着では，多くの報告に見られる如

く，生体組織の接着剤としての理学的条件は，ほぼ満

足すべき結果を見ているが，骨折の接着に直接法で

は，なお接着力の不充分な点は檀上ら8）（1963）も述べ

ている如くで，著者もTeflon　sheet，　Silicon　gauze

の纏絡による間接的接着法を余儀なくされた．　α一

Cyanoacrylate系接着剤の毒性については，　Fisch19）

（196乞）の論文にFassetが動物実験で論証し得る毒

性を認めなかったことを報じ，稲生ら16）（1961）や水

野23）（1963〕もマウス・犬・兎に皮膚塗抹や経口投与，

皮下注射を行ない，皮膚反応や肝，脾，腎の組織検査

で何らの変化のなかったことを報じている．西村ら55）

（1962）の報告によれば，腹腔内投与によるLD50は

4．9m1／kgで，少なくとも入体に臨床的に使用する量

では毒性を及ぼすものとは考えられない．細菌学的に

も，このもの自体にSelf－Sterilizingとしての作用が

あり，細菌の発育を助けないとAshley　1）’（1963）が

報じ，吉村ら51）（1960）や岡ら33）（1964）も培養試験

で，好気性，嫌気性共に病原性細菌の発育は全く認め

られなかったと述べており，特別滅菌操作の必要がな

いといわれている，α一Cyanoacrylate系接着剤の異

物としての組織反応に関して，血管外科の領域では，

多くの論文は接合部の治癒状態は異物反応の少ないこ

とを報じているが，Nathan…拗（1960）はAD／Here

（E910と殆んど同様のものといわれている）を用いて，

接着力は充分であるが，組織反応が強く，広範囲の脂

肪壊死の起ることを報告している．橋本13）（1963）は

局所組織修復の点についてやや劣るものがあると述

べ，難波29）（1964）は皮膚切開創に対する使用で，三

内に接着剤が侵入したものでは，創の癒合が不良であ

り，局所的に組織内での異物反応を起すためと考えら

れると述べている．また，水野23）は異物反応は軽度

で，大量の接着剤が隔壁とならない限り創傷治癒過程

を障害することがなく，過量または感染を伴わない限

り，排除後の接着は完全であると述べでいる．かかる

観点から著者の実験を検討すると，接着剤の使用方法

が「接着」でなく，「挿入」であるため，局所的に過

量であり，また排除されることなく局所に止まってい

るために，他の多くの報告に比べ強い組織反応を呈し

たものと思われる，しかしながら，異物に対する組織

反応が大きいか，小さいかは比較実験にのみいえるこ

とであるとCalnan　5）（1963）も述べており，著者は

単に局所の組織反応を比較する目的で「挿入する」と

いう実験方法をとったものである．
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　著者の実験成績を検討するに，肉眼的及び触診によ

る所見では，皮下組織内に挿入したものは，いずれも

下層の筋膜との癒着が見られず，Cy5000及びCHを

挿入したものはG580，　VL，　G100を挿入したものが

板状の硬結として触れるのと異なり，早期においては

腫瘤状に触れ，割面でも広範囲に壊死様変化の起って

いることが窺われる．Cy5000とCHを比較すると，

Cy5000では壊死様組織の吸収が6週目頃より起り，

CHでは早期よりその程度も強く，吸収は12週目頃よ

り起るようである．α一Cyanoacrylate系接着剤4者

（Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－2）については，触

診上からも，割面の変化部位の範囲からも殆んど相違

は認められず，1週目の割面では，Cy5000，　E910が

AAS－1，　AAS－2より僅かに変化部位が広く認められ

る．Teflon　sheet，　Silicon　gauzeと共に挿入したも

のでは，Teflon，　Siliconによる相違も，各接着剤に

よる相違も認められない．筋肉内に挿入したもので

は，Cy5000に皮下組織と筋膜の癒着が強く見られ，

CH：，　G580，　VL，　G100では皮下に異物が洩出したも

のに，筋膜と皮下組織の癒着が強く見られるが，異物

が皮下に射出していないものでは癒着は軽度である．

筋層の割面では，Cy5000，　CHが4週目までの早期

において，変化部位がG580，　VL，　G100よりも広範

囲に認あられ，Cy5000とCHの比較では，　Cy5000

がCHより広範囲に認あられる．α一Cyanoacrylate

系接着剤4者については，共に筋膜と皮下組織の癒着

は強く，割面の変化部位も殆んど変らないが，8週目

ではCy5000，　AAS－1がE910，　AAS－2より割面の

変化部位が幾分広く認められる．Teflon　sheet，　Sili・

con　gauzeと共に挿入したものでは，筋膜と皮下組

織の癒着の程度，割面の変化部位の範囲はTeflon，

Siliconによる相違も各接着剤による相違も盛んど認

められず，割面の変化部位は，8週目では接着剤のみ

を挿入したものより幾分狭く認められる．骨髄内に挿

入したものでは，骨の外観からは各接着剤による相違

は認め難く，骨開窓孔はいずれも3週目には閉ざされ

ている．骨折をTeflon　sheet，　Silicon　gauzeで纏

絡し，α一Cyanoacrylate系接着剤で接着したものも，

骨の外観からは各材料による相違は判断し難く，レ

線写真でも，経過と骨折端転位の程度は一致せず，各

材料による相違は判断し難い．触診上，対照群は4週

目では，骨折が癒合しているようであるが，これらの

各材料を使用したものはいずれもなお可動性が認めら

れ，8週目には，いずれにも可動性は認められない．

以上の如く肉眼目所見からは，各材料による組織反応

の相違は判断し難く，異物に対する組織反応を正しく

内

判断するには，Calnanのいう如く，顕微鏡的所見が最

も意義があるものと思われる．

　異物に対する組織反応の顕微鏡的所見としては，

Calnanは次の4所見を考慮することが必要であると

述べている．即ち，炎症細胞の浸潤程度，巨細胞の存

在，線維性組織の量，血管新生の状態の4所見である．

しかしながら著者の挿入した接着剤に対する最も顕著

な所見は，挿入局所における壊死組織の存在である．

顕微鏡的所見として，先ず挿入局所の壊死組織の存在

程度を比較すると，皮下組織内に挿入したものでは，

CHが最：も強く，24週後にも認められる．　Cy5000と

G580がこれに次ぎ，20週目頃まで認められ，　G100

では8週目及び16週目に僅かに認められ，Vしでは24

週目までの経過を通じて壊死組織は全く認めらいな

い．α一Cyanoacrylate系接着剤4者の比較では，壊死

組織は8週目まで4者共に認められ，4週目以後の僅

かの差異により，E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2

の順になる．Teflon　sheetと共に挿入したものでは，

接着剤のみを挿入したものと壊死組織の存在程度に大

きな相違は認められず，その程度は3週目以後の僅か

の差異により，Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－2の

順になる．Silicon　gauzeと共に挿入したものでは，

4者共に接着剤のみを挿入したものより壊死組織の存

在程度は強く，その程度はCy5000，　AAS－2，　AAS－

1，E910の順に軽度になる．筋肉内に挿入したもので

は，壊死組織の存在程度はCy5000が最も強く，16

週目頃まで認められ，次いでCHとVしが12週目頃

まで認められるが，存在範囲はCHの方が強く，・次い

でG100，　G580の順に軽度になる．α一Cyanoacry・

1ate系接着剤4者の比較では，4者共に壊死組織の

存在程度は1週目より非常に強く，8週目までの経過

で，その程度はE910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS」2の

順に軽度になる．Teflon　sheetと共に挿入したもの

では，E910が接着剤のみを挿入したものより6・8

週目で壊死組織の存在程度は強く，他の3者では僅か

ながら接着剤のみを挿入したものより軽度に認めら

れ，その程度はE910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1の

順に軽度になる．Silicon　gauzeと共に挿入したもの

では，接着剤のみを挿入したものに比べ，4者共に8

週目では壊死組織の存在程度は強く，その程度はE

910，Cy5000，　AAS－2，　AAS－1の順になる．骨髄〔内

に挿入したものでは，全群を通じて，壊死組織の認め

られるものは，Cy5000の1週目及び3週目と，　G580

の4週目のみであり，挿入した異物の認められるもの

も非常に少なく，また，認められても僅かの量に過ぎ

ず，骨皮質欠損部に対して早期より骨皮質の内外側か
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ら増生する類骨組織が全群を通じて認められ，就中，

内類骨組織の増生が早期に強く認められ，骨髄内に異

物を取り巻いて肉芽組織が増生するにつれて，この内

類骨組織及び肉芽組織によって，異物は骨皮質欠損部

が閉鎖する以前に骨外に押し出されるものと考えら

れ，これらの接着剤の挿入により，骨髄内にも皮下組

織内，筋肉内同様に壊死の起る可能性は考えられる

が，異物が骨外に排除される際に，壊死組織も共に排

除されるものと思われる．骨折の接着を試みたもので

は，1・2週目に出血巣として認められたものが3週

目頃より壊死組織に変り，吸収されずに残っているよ

うであるが，Teflon　sheetで纏絡したものでは，壊

死組織の存在程度はCy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－

2（AAS－1とAAS－2は同程度）の順に軽度となり，

Silicon　gauzeで纏絡したものでは，壊死組織の存在

程度はCy5000，　E910，　AAS－2，　AAS－1の順に軽度

になる，Teflon　sheetで纏絡したものと，　Silicon

gauzeで纏絡したもの壷比べると，明らかにSilicon

gauzeの方が壊死組織の存在程度は強く認められる．

　次に炎症細胞の浸潤程度を比較すると，皮下組織内

に挿入したものでは，異物並びに壊死組織の存在する

挿入局所の炎症細胞の浸潤と，周囲の肉芽組織内に見

られる炎症細胞の浸潤を綜合的に判断すると，その程

度は，CH，　Cy5000，　G580，　G100，　Vしの順に軽度に

なる．α一Cyanoacrylate系接着4者の比較では，炎

症細胞の浸潤は僅かの差異で，E910，　Cy5000，　AAS

－2，AAS－1の順に軽度になる．　Teflon　sheetと共に

挿入したものも，Silicon　gauzeと共に挿入したもの

も，両者共に炎症細胞の浸潤程度は，接着剤のみを挿

入したものより僅：かながら軽度に認められ，その程度

は接着剤のみを挿入したものと同様の順で軽度にな

る．Teflon　sheetとSilicon　gauzeによる相違は，

Teflon　sheetと共に挿入したAAS－1，　AAS－2の6

・8週目では，Silicon　gauzeと共に挿入したものよ

り炎症細胞の浸瀾程度は軽度になるが，殆んど両者の

相違は認められない．筋肉内に挿入したものでは，一

般に壊死組織の存在する間は炎症細胞の浸潤も強く，

その程度はCy5000，　CH：，　VL，　G580，　G100の順に

軽度になる．α一Cyanoacrylate系接着斉14二間では

E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2（AAS－1とAAS

－2は同程度）の順に炎症二二の浸潤程度は軽度にな

る．Teflon　sheetと共に挿入したものでは，接着剤

のみを挿入したものに比べ，AAS－1がその程度は軽

度になり，E910は6・8週目で強くなり，　Cy5000，

AAS－2は殆んど差異がなく，炎症細胞の浸潤程度は

E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1の順に軽度になる．

Silicon　gauzeと共に挿入したものでは，接着剤のみ

を挿入したものとその程度に殆んど差異が認められ

ず，炎症細胞の浸潤はE910，　Cy5000，・AAS－2，　AA

S－1の順に軽度になる．骨髄内に挿入したものでは，

前述の如く，異物や壊死組織は殆んど認められず，一

般に炎症細胞の浸潤は軽度である．しかし，異物や壊

死組織及び出血巣の見られるものでは，その周囲にか

なり強い炎症細胞の浸：潤が認められ，その程度は，

G100，　G580，　VL，　Cy5000，　CHの順に軽度になっ

ている．骨折の接着を試みたものでは，炎症細胞の浸

潤は，対照群にも2週目までの早期にかなりの強さに

現われるけれども，それ以後は減弱し，8週目では殆

んど認められない．これに反し，Teflon　sheetや．

Silicon　gauzeで纒絡したものでは，炎症細胞の浸潤

は早期より非常に強く，幾分減弱するものもあるが，

8週目まで続いている．8週目までの経過で，炎症細

胞の浸潤程度はTeflon　sheetで纒絡したものでは

Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－2（AAS－1とAAS

－2は同程度）の順に軽度になり，Silicon　gauzeで

纏絡したものでは．Cy5000，　E910，　AAS－2，　AAS－1

の順に軽度になる．Teflon　sheetとSilicon　ganze

による炎症細胞浸潤程度の差異は，Cy5000では殆ん

ど認められず，他の3者では明らかにSilicon　gauze

の方に強く認められる．皮下組織内及び筋肉内に，

α一Cyanoacrylate系接着斉6を挿入した際に，　Teflon

sheet，　Silicon　gauzeと共に挿入したものが，接着剤

のみを挿入したものと壊死組織の存在程度，炎症細胞

の浸潤程度に差異が認められなかったり，逆に軽度に

認められるものがあるのはr旦，Polyethylene　sheet

の上で接着剤をTheflon　sheet，　Silicon　ganzeに浸

したものを間接的に挿入したために，重合反応の際の

組織に対する影響及び接着剤が幾分少量となった量

的な影響があるためと思われる．また，Teflon　sheet

を共に挿入したものより，Silicon　gauzeを共に挿入

したものの方に，壊死組織の存在程度，炎症細胞め

浸潤程度が強く認められるのは，Teflon　sheetより

Silicon　gauzeの異物反応が強く，その反応が加味さ

れたために起つた相違と思われる．Teflon　sheetの

組織反応については，Calnan　5）はラッチの腹膜に埋

没した比較実験で，彼の試みた材料の内，Teflonを

最も組織親和性の強いものとしてランクしており，

Harrisonら12、（1957）の犬の前腹壁の皮下組織内に

挿入した比較実験でも，Teflonは最も組織反応の少

ない優れた材料としてランクされている．

　次に多核巨細胞の出現については，この細胞の存在

は，常に組織の不安定性を示し，その出現は異物の化
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学的性質よりも理学的形態が関係し，異物表面の平滑

なものには出現し難く，異物がゆっくり吸収される際

に，その周囲に多数に認められるとCalnanぽ述べ

ている，著者の実験では，その出現は接着剤硬化の際

の形態により左右されたものと思われ，同一接着剤で

も挿入した組織によって異なり，出現の時期も程度も

不定である．安定した出現を見たものは，VLを皮下

組織内に挿入した際の12週目以後だけであり，著者の

実験成績をこの細胞の出現で比較することは困難であ

る．太田30》（1963），坂内39）40）（1964），山内49、（1965）

の論文では，この細胞についての経時的なな記載は見

られないが，不定な時期に小数の出現が見られるよう

である．

　次に線維性組織の量について比較すると，皮下組織

内に挿入したものでは，Cy5000は，挿入局所に線維

芽細胞の増殖が見られる時期は12週目以後であり，そ

れ以前では，局所は異物を含めて組織の融解壊死状態

を呈している，周囲では，線維芽細胞の増殖は早期か

ら起り，16週目頃までは強く増殖するが，その割には

線維の増生は強くなく，線維性肉芽の厚さは総じて真

皮の約1／3で，24週目では約1／4画面っている．CH

では，挿入局所に結合織性反応は殆んど見られず，局

所周囲では，線維芽細胞の増殖は早期から起り，24週

目でもかなり強いが，線維の増生は早期には軽度で，

8週目頃からCy5000と大差がなくなる．　肉芽の厚

さは総じて真皮の幅の約1／3で，24週目にも同様であ

る，G580では，挿入局所に壊死組織が軽度ながら20

週目頃まで存在し，結合織性反応は全く見られない．

周囲では，線維芽細胞の増殖，線維の増生は，Cy5000

に比較して一般に軽度であり，線維性肉芽の原さも総

じて真皮の幅の約1！4で，24週後には約1／5になって

いる．Vしでは，挿入局所に壊死組織が認められず，

線維芽細胞の増殖，線維の増生は3週目頃より起り，

12週目頃よりかなり強くなって，異物は細分されてい

る，周囲では，線維芽細胞の増殖は3週目頃より次第

に強く起り，線維の増生は，早期には比較的軽度で4

週目頃より次第に強くなっている．結合織性幽幽の幅

は総じて真皮の福の1／3から112であるが，24週目に

は，真皮の幅の絶1／7の搬痕性被膜を形成している．

G100では，挿入局所に12週目頃より軽度の結合性反

応が起り，24週後には異物も殆んど認められず，線維

性肉芽が周囲から続いている．周囲では，線維芽細胞

の増殖・線維の増生は，Cy5000に比ざてかなり乏し

く，結合織性被包の幅は16週目頃までは真皮の幅の約

1／4であるが，その後は血痕性となって非常に薄くな

っている．α一Cyanoacrylate系接着剤4者間では，

内

挿入局所に8週目までの経過で，僅かの線維芽細胞の

浸潤が，E910では4週目以後に，　AAS－1，　AAS－2

では6・8週目に，Cy5000では8週目に見られる．

周囲の線維芽細胞の増殖は，1週目より強いものが見

られ，8週目までの経過でE910では他の3者よりや

や強く，線維の増生は，Cy5000，　E910では3週目よ

り，AAS－1，　AAS－2では4週目より強くなってい

る．Teflon　sheetと共に挿入したものでは，挿入局

所に，線維芽細胞はCy5000の2週目，　E910の6・

8週目及びAAS－1の8週目に僅かに浸潤している．

周囲の線維芽細胞の増殖，線維の増生は，E910が他

の3者より強く，Cy5000，　AAS－1，　AAS－2では接

着剤のみを挿入したものと殆んど差を認めない．Sili・

con　gauzeと共に挿入したものでは，挿入局所に線

維芽細胞はCy5000の2週目及び6・8週目，　E910

の4週目以後，AAS－1，　AAS－2の8週目に僅かに浸

潤している．周囲の線維芽細胞の増殖は，E910が他

の3者よりやや強く，線維の増生は4者共に接着剤の

みを挿入したものと殆んど差異は認められない．筋肉

内に挿入したものでは，Cy5000は2週目より線維芽

細胞の増殖が非常に強く，16週目頃まで続き，線維の

増生もそれに伴って強く，24週目には，健常部筋組織

との間に厚い線維性肉芽が形成されている．CHでも

線維芽細胞の増殖，線維の増生は共にかなり強く起っ

ているが，Cy5000よりは軽度である．　G580では線

維芽細胞の増殖・線維の増生は共にCHより強いが，

Cy5000よりは軽度であり，唯，このものは壊死組織

が3週目頃までに吸収され，肉芽は搬痕性になってい

る．，Vしでは線維芽細胞の増殖，線維の増生は共に

Cy5000よりかなり軽度である．　G100では線維芽細

胞の増殖は2週目より極めて強く，16週目頃まで続

き，線維の増生も強く，その程度はCy5000に匹敵

し，線維成分に富んだ搬痕組織を形成している，α一

Cyanoacrylate系接着剤4者聞では，線維芽細胞の

増殖は，いずれも2週目より強く，8週目までの経過

でその程度はCy5000，　E910がAAS－1，　AAS－2よ

り強く認められ，線維の増生はE910が最も強く，

Cy5000，　AAS－2，　AAS－1の順に僅かの差異が見ら

れる．Teflon　sheetと共に挿入したものでは，線維

芽細胞の増殖，線維の増生は，共に接着剤のみを挿

入したものとその程度に殆んど相違がなく，Silicon

gauzeと共に挿入したものでは，線維芽細胞の増殖，

繊維の増生は，共にその程度は接着剤のみを挿入した

ものより僅かに強く，Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS

－2の順に軽度になる．骨髄内に挿入したものでは，

Cy5000においては，線維芽細胞が軽度に増殖し，炎



接着剤の組織反応 299

症細胞の軽度な浸潤を伴う肉芽状態が認められる．

CHでも軽度の炎症細胞の浸潤を伴う肉芽状態が認め

られるが，Cy5000と異なり線維芽細胞の増殖は早期

にかなり強く認められる．G580では，肉芽組織内の

炎症細胞の浸潤，及び線維芽細胞の増殖はCy5000よ

り強く，線維化の傾向が見られる．VしではG580と

大差は認められないが，線維芽細胞の増殖はやや軽度

である．G100ではG580より更に線維芽細胞の増殖

は強く，線維化の傾向も強く認められる．骨折の接着

を試みたも，のでは，対照群にも線維芽細胞の増殖は2

週目より4週目に強く認められ，線維の増生も2週目

より強く起り，異物を使用したものと大きな相違は認

められない．Teflon　sheetで纏絡したものでは，線

維芽細胞の増殖は4者共に3・4週目頃までは対照群

より軽度に認められ，q5000，　E910の6・8週目で

は対照群より強く認められるがAAS4・AAS－2の

6・8週目では対照群と同程度であり，その程度は

E910，　CV5000，　AAS－1，　AAS－2（AAS－1とAAS－

2は同程度）の順に軽度になる．線維の増生はCy

5000，AAS－1，　E910，　AAS－2の順に軽度になって

いる．Silicon　gauzeで纏絡したものでは，線維芽細

胞の増殖は，AAS－2，　E910，　AAS－L　Cy5000の順

に軽度になるが，対照群に比べ，いずれもが6・8週

目では，その程度は強く認められる．線維の増生は，

AAS－1，　A．AS－2，　E910，　Cy5000の1頂に軽：度になっ

ている．また，線維芽細胞の増殖は，Silicon　gauze

で纏絡したものが4者共にTeflon　sheetで纏絡した

ものより強く認められ，線維の増生はCy5000では

Telon　sheetで纒絡した方が強く，他の3者では，

Silicon　gauzeで纏絡した方が強く認められる．異物

に対する結合織性反応は，異物が完全に線維性組織に

よって被包され，しかもその内部の反応が静的で，被

包の幅の薄いものが理想とされるが，著者の挿入した

接着剤では，異物の挿入局所に壊死組織が存在するも

のや，炎症細胞の浸潤が強く認められるものが多く，

二概に線維性被包の薄いものが組織反応の軽度なもの

とはいい得ないものと思われる．また，骨折周囲の結

合織性反応は，早期においては，骨折に対する創傷治

癒機転としての結合織性反応が強く見られ，接着剤や

纏絡材料は却ってその反応を抑制する感があり，6・

8週目頃より結合織性反応は対照群より強く認められ

る．

　次に血管新生の状態については，皮下組織内に挿入

したものについてのみ検討したが，Cy5000では，挿

入局所に血管新生は線維芽細胞の浸潤を見る16週目頃

より見出されるが，異物に接しては見出されない．周

囲の肉芽内には血管新生は2週目頃より16週目頃まで

軽度に認められる．CHでは挿入局所に血管新生は全

．く認められず，周囲の肉芽内には6週目頃から軽度に

認められる．G580では血管新生は挿入局所に殆んど

認められず，周囲の肉芽内には早期より4週目頃まで

に軽度に認められる．Vしでは血管新生は挿入局所に

12週目頃より軽度に認められ，周囲の肉芽内には3週

目頃より僅かに見られ，経過と共にかなり強く認めら

れるようになる．G100では血管新生は挿入局所に全

く認められず，周囲の肉芽内には4週目頃より軽度に

認められる．α一Cyanoacrylate系接着剤を挿入した

ものでは，8週目までの経過で血管新生は，挿入局所

に全く認められず，周囲の肉芽内には，2週目より血

管新生は認められるが，いずれも軽度で4三間に大差

は認められない．Teflon　sheetと共に挿入したもの

では，Cy5000の8週目とE910の6・8週目に挿入

局所に線維芽細胞の僅かに浸潤するのに伴って，血管

新生も僅かに見出されるが，異物に接しては認められ

ない．周囲の肉芽内には接着剤のみを挿入したものと

同様に，血管新生はいずれにも2週目から軽度に認め

られる．Silicon　gauzeと共に挿入したものでは，

AAS－2の8週目に血管新生は挿入局所に僅かに見ら

れ，周囲の肉芽内には血管新生はCy5000，　E910で

は1週目より見出されるが，接着剤のみを挿入したも

のと血管新生の状態に大きな相違は認められない．一

般に局所内に見られる血管新生は，線維芽細胞の浸潤

と共に僅：かに認められるのみで，VLを挿入したもの

の12週目以後に細分された異物の周囲に血管新生を認

める他は，血管新生は接着剤や，Teflon，　Silicon線

維のすぐ周りには認められず，また，周囲の肉芽内で

の血管新生は，特に非特異的な像を呈するものとは思

われない．著者の実験では，異物を器質化する傾向は

全く認められず，特に血管新生の状態を問題とする意

義はないように思われる．

　次に骨折の接着を試みたものにおける仮骨形成状態

は，対照群に比べ，Teflon　sheetで二二したものも，

Silicon　gauzeで纏絡したものも接着剤の種：類を問わ

ず，1週目における骨膜性仮骨の形成は抑成されてい

る．しかし2週目以後では，内仮骨，骨膜性仮骨の形

成は，共に対照群と大差の認あられるものはなく，特

に仮骨形成が抑成されている様子は見られない．

　接着剤を生体に使用する場合，局所組織の修復機転

に及ぼす影響と共に，接着剤自身の運命も注目される

が，犬の食道吻合にAAS－2を使用した坂内ら41》に

よれば，線維芽細胞の接着剤内部への侵入は，2週目

頃から見られ始め，1～2カ月で，接着剤内部への侵
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入が盛んになり，4カ月頃には，接着剤は結合織によ

り分割包埋される像が認められたと述べている．しか

し，著者の実験では，α一Cyanoacrylate系接着剤に

関しては，挿入部位，接着剤の種類を問わず，接着

剤内部への線維芽細胞の侵入は殆んど認められず，

Teflon　sheet，　Silicon　gauzeと共に挿入したもので

は，これらのsheet，　gauzeと接着剤は1週目より分

離しているものが見られるが，必ずしも線維芽細胞の

介入によるものではない．また，線維芽細胞のsheet

gauzeへの侵入は認められるものもあるが，接着剤

は壊死組織と共に，炎症細胞の浸潤を伴う不完全な線

維性被包により包まれて，その内部への線維芽細胞の

侵入を認めるものはない．Cy5000を皮下組織内・筋

肉内に挿入したものでは，24週目には壊死組織は吸収

されているが接着剤はなお周囲に炎症細胞の軽度の浸

潤を伴い，やや分割された状態で認められる．CH，

G580を皮下組織内に挿入したもの，　CH，　G580，

VL，　G100を筋肉内に挿入したものは，24週目にも，

僅かながらでも炎症細胞の浸潤を伴って残存してい

る．著者め実験が前述の如く，「接着」でなく，「挿入」

であるために，接着剤が過量であることも関係あるも

のと思われる．

結 論

　α一Cyanoacrylate系接着剤のCy5000とCH，

G580，　VL，　G100の5種の接着剤を，家兎の皮下組

織内，筋肉内及び骨髄内に挿入し，その組織反応を24

週目まで（骨髄内は12週目まで），経時的に比較した．

またα一Cyanoacrylate系接着剤4種（Cy5000，　E

910，AAS－1，　AAS－2）及びTeflon　sheet，　Silicon

gauzeを用いて，骨折の接着を試み，同時に皮下組

織内，筋肉内にも挿入し，8週までの経過について，

その組織反応を比較し，次の結果を得た．

　1）皮下組織内に挿入したものでは，挿入局所に見

られる壊死の程度は》CHが最も強く，次いでE910，

Cy5000，　AAS－1，　AAS－2，　G580，　G100，　Vしの順

に軽度になり，Teflon　sheetと共に挿入したもので

は，Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－2の順に，　また

Silicon　gauzeと共に挿入したものでは，　Cy5000，

AAS－2，　AAS－1，　E910の順に軽度になる．

　炎症細胞の浸潤程度はCH，　E910，　Cy5000，　AAS

－2，AAS－1，　G580，　G100，　Vしの順に軽度になり，

恥flon　sheet，　Silicon　gauzeと共に挿入したもので

は，両者共に，E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1の

順に軽度になる．

　線維性組織の量はE910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS一

内

2，VL，　CH，　G580，　G100の順に軽度になり，　Te・

flon　sheet，　Silicon　gauzeと共に挿入したものは，

両者共に，E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2の順に

軽度になる．

　2）筋肉内に挿入したものでは，壊死の程度はE

910，Cy5000，　AAS－1，　AAS－2，　CH，　V：L，　G100，

G580の順に軽度になり，　Teflon　sheet，　Silicon

gauzeと共に挿入したものは，両者共にE910，　Cy

5000，AAS－2，　AAS－1の順に軽度になる．

　炎症細胞の浸潤程度は，E910，　Cy5000，　AAS－1，

AAS－2，　CH，　G580，　G100，　Vしの順に軽度になり，

Teflon　sheet，　Silicon　gauzeと共に挿入したものは

両者共にE910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1の順に軽

度になる．

　線維性組織の量は，E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS

－1，G100，　G580，　CH，　Vしの順に軽度になり，　Te・

flon　sheetと共に挿入したものではE910，　Cy5000，

AAS－2，　AAS－1の順に，またSilicon　gauzeと共

に挿入したものでは，Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS

－2のll頂に軽度になる．

　3）骨髄内に挿入したものでは，壊死組織は早期に

異物と共に骨外へ排除されたものと思われ，殆んど認

められず，組織反応は，皮下組織内や筋肉内に挿入し

たものと趣を異にし一般に軽度である．

　炎症細胞の浸潤程度は，G100，　G580，　VL，　Cy5000，

CHの順に軽度になる．

　線維性組織の量は，G100，　G580，　VL，　CH，　Cy5000

の順に軽度になる．

　4）骨折の接着を試みたものでは，対照群に比べ，

骨折癒合の遅延を認あるが，仮骨形成は，2週目以後

特に抑制される様子は見られない．壊死組織の存在程

度は，Teflon　sheetで纒絡したものでは，　Cy5000，

E910，　AAS－1，　AAS－2（AAS－1，　AAS－2は同程度）

の順に，またSilicon　gauzeで纏絡したものでは，

Cy5000，　E910，　AAS－2，　AAS－1の順に軽度になる．

　炎症細胞の浸潤程度は，Teflon　sheetで纏絡した

ものも，Silicon　gauzeで纒絡したものも，それぞれ

壊死の程度と全く同様の順に軽度になる．

　線維性組織の量は，Teflon　sheetで纏絡したもの

では，Cy5000，　AAS－1，　E910，　AAS－2の順に，ま

たSilicon　gauzeで纏絡したものは，　AAS－1，　AAS

－2，E910，　Cy5000の順に軽度になる．

　5）皮下組織内，筋肉内に挿入した接着剤は24週目

にも，殆んどいずれもが，僅かながらでも存在してい

る．Cy5000では，その内部に線維芽細胞の侵入する

様子は見られない．また挿入した接着剤を器質化する
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傾向は，挿入部位，接着剤の種類を問わずいずれにも

見られない．多核巨細胞はどの接着剤にも見出された

が，その出現の時期及び程度は不定で，挿入された組

織によっても変る．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Cyanobond　5000，（Cy　5000），　and　other　adhesives〔Bond　CH（CH），　Bond　Mqster　G　580

（G580），　Bond　VL（VL），　and　Bond　G100（G　100）〕are　surgically　implanted・in　the　subcu－

taneous，　intramuscular　tissues　and　in　the　bone・marrow　of　the　rabbits．　The　tissue　with　these

materials　are　examined　histologically　at　varying　intervals　from　l　week　to　6　months　after

　the　apPlication，

　　　Four　cyanoacrylate　derivatives〔Cy5000，　Eastmβn　910（E910）Aron　Alpha　S－1（AAS－1），

Aron　Alpha　S－2（AAS－2）〕and　these．materials　with　Teflon　sheets　and　Silicon　gauzes　are

also　buried　subcutaneousIy　and　intramuscuIarIy．

　　　The　Teflon　sheets　and　Siliccn　gauzes　with　each　cyanoacrylate　derivative　are　also　used　to

unite　the　bone　fractures．　The　anlmals　are　sacrificed　to　investigate　histologically　from　l

week　to　2　months　postoperatively．

　　　The　tissue　responses　are　studied　and　compared　regarding　the　microscopic　findings，　the

intensity　of　necrosis，　round　cell　infiltration，　the　amount　of　fibrosis，　the　presence　of　giant

　cell　and　vascular　supply．

　　　The　results　are　as　follows，　shown　by　ranking　the　above－said　tissue　responses．

　　　（1）　All　adhesives，　which　were　implanted　subcutaneously　and　intramuscularly，　remained　a

little　even　after　6　months　at　the　applied　areas．　There　was　no　invasion　of　fibroblast　in

，Cyanoacrylate　derivatives，　though　some　other　adhesives　were　invaded　by　fibroblasts．　Giant

cells　were　seen　in　almost　all　cases，　but　the　time　of　the　appearance　and　the　intensity　of　the

infiltration　were　indefinite　according　to　the　implanted　locality．　All　materials　including

Teflon　and　Silicon　were　not　vasculized　and　organized．

　　　（2）　In　the　subcutaneous　experiments：the　orders　ranked　in　decreasing　magnitude　by　the

severity　of　necrosis　at　the　implanted　area　were　as　follows：　　　　　　f

　　　　　a）　Adhesives　implanted　alone：CH，　E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2，　G580，　G100，　VL．

　　　　　b）　Adhesives　with　Teflon　sheet：Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－2．

　　　　　c）　Adhesives　with　Silicon　gauze：Cy5000，　AAS－2，　AAS－1，　E910．

　　　The　orders　by　the　intensity　of　cell　infi】tration　were　as　follows；

　　　　　a）　Adhesives　implanted　alone：CH，　E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1，　G580，　G　100，　VL．

　　　　　b）　Adhesives　with　Teflon　sheet　and　Silicon　gauze：E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1．

　　　The　orders　by　the　amount　of　fibrosis　were　these；

　　a）　Adhesives　implanted　alone：E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2，　VL，　CH，　G580，　G100．

　　b）　Adhesives　with　Teflon　and　Silicon：E910，　Cy5000，　AAS4，　AAS－2、

（3）　Intramuscular：the　orders　by　the　severity　of　necrosis　were　tbe　following；

　　a）　Adhesives　implanted　alone：E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2，　CH，　VL，　G100，　G580．

　lb）　Adhesives　with　Teflon　and　Silicon：E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2．

The　orders　by　the　cell　infiltration　were　as　follows；

　　a）　Adhesives　alone：E910，　Cy5000，　AAS－1，　AAS－2，　CH，　G580，　G100，　VL．
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b）　Adhesives　with　Teflon　and　Silicon：E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1．

The　orders　by　the　amount　of　fibrosis　are　as　follows；

　a）　Adhesives　alone：E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1，　G100，　G580，　CH，　VL・

　b）　Adhesives　with　Teflon：E910，　Cy5000，　AAS－2，　AAS－1．

　c）　Adhesives　with　Silicon：Cy5000，　E910，　AAS－1，　AAS－2．

（4）　In　the　bone・marrow：the　reactions　were　generally　mild．　The　necrotic　tissue　seemed

to　be　rejected　by　foreign　materials．

　The　order　bターthe　inten蕊至y　of　cell　infiltration；G100，　G580，　VL，　Cy5000，』CH：．

　The　order　by　the　amQu耳t　ofξibrosis；G100，　G580，　VL，　CH，　Cy5000．

　一（5）．」夏¢ase　Q£．qsteQsynthesis姐sing　adheslves，　fracture　healings　were　somewhat　retarded

in■ モ叙ﾊpari』bn　wi出the　control．：But　ca11us　formations　were　not　inhibited，

　The　orders　by　the　severity　of　necrosis　were　as　follows；

a）　Adhesives　with　Teflon　sheetl　Cy5000，　E910，　AAS4　as　much　as　AAS－2．

b）　Adhesives　with　Silicon　gauze：Cy5000，　E910，　AAS－2，　AAS－1．

The　orders　by　the　intensity　of　cell　infiltration　are　thesβ；

a）　Adhesives　with　Teflon　sheet：Cy5000，　E910，　AAS－1　as　much　as　AAS－2．

b）　Adhesives　with　Silicon　gauze：Cy5000，　E910，』AAS－2，　AAS－1．

The　orders　by　the　amount　of　fibrosis　were　the　following；

a）　Adhesives　with　Teflon　sheet：Cy5000，　AAS－1，　E910，　AAS－2．

b）　Adhesives　with　Silicon　gauze：AAS－1，　AAS－2，　E910，　Cy5000．

附　図　説　明

　図1．各接着剤を皮下組織内に挿入後6週目の固定

標本（左からCy5000，　CH，　G580，　VL，　G100，実

物大）の割面を示す。CHを挿入したものでは，なお

広範囲に変化部位を認めるが，Cy5000を挿入したも

のは，他の3者より広いが，かなり縮小硬化した変化

部位を認める．

　図2のa．対照骨折め2週目のレ線写真を示す．

　図2のb．Teflon　sheetを纏絡しCy5000を用い

て接着した骨折の2週後のレ線写真を示す．aの方が

bよりやや骨折端転位の傾向強く，骨癒合は共に認め

られない．

　図2の。．対照骨折の6週後のレ線写真を示す．

　図2のd．Teflon　sheetを纏絡しAAS－1を用い

一て接着した骨折の6週後のレ線写真を示す．dより。

の方がよく癒合している．しかし共に骨折端の転位は

著明である．討

　図3．皮下組織内にCy5000を挿入後4週目．硬化

した接着剤（左下方）の周りに，強い炎症細胞（辮）

の浸潤を伴う壊死組織（什）を認め，その周囲にかな

りな強さの炎症細胞（什）及び線維芽細胞（甘）の浸

潤が見られる．（H．E．染色×100）

　図4．皮下組織内にCy5000を挿入後16週目．異物

周囲に炎症細胞（甘）の浸潤を伴う肉芽（甘）組織が

形成され，多核巨細胞が（昌）見られ，なお完全に壊

死組織（十）が吸収されていない．（H．E．染色x100）

　図5．皮下組織内にCH挿入後3週目．挿入部の強

い融解壊死性変化（什）を示す．（H．E．染色x100）

　図6．皮下組織内にCHを挿入後20週目．なお壊死

組織（冊）は呼収されず，これを取り巻く肉芽には炎

症細胞（甘）の浸潤が見られ，肉芽の幅（什）は比較

的薄い．（H．E．染色×100）

　図7．皮下組織内にG580を挿入後4週目．異物は

標本作製中脱落し殆んど認められないが，強い炎症細

胞（粁）の浸潤を伴う壊死組織（十）を認め周囲には

線維芽細胞（十）炎症細胞（十）の浸潤と共に血管新

生（十）を認める．（H．E．染色x100）

　図8．皮下組織内にG580を挿入後24週目．異物は

殆んど吸収されて，結合織の増生（昔）が著明であ

る．（H．E．染色×200）

　図9．皮下組織内にVL挿入後3週目．局所（右

下）に壊死組織は認められず，軽度の線維芽細胞の増

殖（十）及び炎症細胞の浸潤が見られ，周囲にはやや

活綴に線維芽細胞（什）の増殖が認められる．（H．E．

染色x100）

　図10．皮下組織内にVL挿入後20週目．異物周囲

に強い線維性肉芽（甘）が形成され，多核巨細胞（十十）

血管新生（什）が認められる．（H．E．染色×200）

　図11．皮下組織内にG100挿入後3週目．局所内に
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炎症細胞（什）の浸潤が見られ，その外層に肉芽組織

が増生（十）している．（H．E．染色×100）

　図12．皮下組織内にG100挿入後20週目．異物（右

方）の周囲に軽度の炎症細胞の浸潤（＋）が認められ

その周囲に薄い線維性肉芽（什）が取巻いている．

（H．E．染色×200）

　図13．皮下組織内にE910を挿入後4週目．接着剤

を取巻いて，強い炎症細胞（柵）の浸潤を伴う壊死組

織（十十）が認められる．（H：．E．染色×100）

　図14．皮下組織内にAAS－1を挿入後3週目．接着

剤を取巻いて軽度の壊死組織（十）が認められ，炎症

細胞（柵）の浸潤が著明である．（H．E．染色×100）

　図15．皮下組織内にAAS－1を挿入後8週目，局所

内には僅かの異物と壊死組織（±）が存在しなおかな

り強い炎症細胞（什）の浸潤を伴う．血管新生は認め

られないが，僅かに線維芽細胞の増殖（±）が見ら

れ，その外層には線維芽細胞（＋）の増殖の盛んな肉

芽が認められ，肉芽内にも軽度の炎症細胞の浸潤（十）

を認める．（H．E．染色×100）

　図16．皮下組織内にAAS－2を挿入後4週目．局所

内に炎症細胞（十十）の強い浸潤を伴い軽度に壊死組織

（十）が認められる．（H，E．染色×100）

　図17．皮下組織内にCy5000を浸したTeflon　sheet

を挿入後3週目．Teflon　sheetと接着剤は分離して

認められ，その周りに著明な炎症細胞の浸潤（冊）を

伴う壊死組織（什）が認められる．（H．E．染色×40）

　図18．皮下組織内にTeflon　sheetとAAS－1を

挿入後3週目．異物に接しかなり強い炎症細胞（朴）

の浸潤を伴う軽度の壊死組織（十）を認める．（H．E．

染色×100）

　図19．皮下組織内にCy5000及びSilicon　gauzeを

挿入後2週目．Silicon　gauzeは標本作製中脱落す．

異物周囲には著明な炎症細胞（冊）の浸潤を伴う壊死

組織（＋）が見られ，その周りに局所内への僅かの線

維芽細胞（±）の浸潤も見られる．（H，E．染色×100）

　図20．皮下組織内にAAS－2及びSilicon　gauzeを

挿入後8週目．局所でSilicon　gauzeとAAS－2は

分離し異物の周囲にかなり著明な炎症細胞（什）の浸

潤を伴う軽度の壊死組織（＋）及び線維芽細胞（＋）

の多核巨細胞（＋）が見られ，周囲には炎症細胞（＋）

の浸潤は軽度で線維の増生（什）が著明である．（H．

E．染色×100）

　図21．筋肉内にCy5000を挿入後4週目．異物周囲

に炎症細胞の強い浸潤を伴った筋線維の壊死（柵）を認

あ，これを取巻いて線維芽細胞（甘）の活淡な増殖を

認め，筋原性と思われる巨細胞も多数（柵）に認めら

内

れる．（H．E．染色x100）

　図22．筋肉内にCy5000を挿入後12週目．異物挿入

部の筋線維に壊死（十）が認められ，これを取巻く線

維性肉芽内には著明な線維芽細胞の増殖（柵）炎症細

胞の浸潤（甘）及び多数の筋原性巨細胞の浸潤が認め

られる．’ iH．E．染色x100）

　図23．筋肉内にCH：を挿入後3週目．異物挿入部

の筋組織の壊死（粁）が見られ，これを取巻いて炎症

細胞の浸潤（十十）が強く認められ，周囲の筋組織の著

明な萎縮（柵）が認められる．（H．E．染色x100）

　図24．筋肉内にG580を挿入後12週目．異物（左上

方）の周りに線維性肉芽が増生（甘）し肉芽周囲の健

常部筋線維は強く萎縮状（＋）を呈し炎症細胞の浸潤

（十）は少ない．（H．E．染色x200）

　図25．筋肉内にVLを挿入後16週目．壊死性の筋

組織は消失し，局所は多核巨細胞（＋）を伴った線維

性肉芽組織（十）で置換されつつある．（H：．E．染色×

200）

　図26．筋肉内にG100を挿入後16週目．異物（中

央）を取巻いて線維性被膜（＋）が形成されている．

周囲の筋組織内には結合組の増生が見られ，筋組織は

圧迫萎縮に陥っている．（H．E．染色x200）

　図27．E910を筋肉内に挿入後6週目．異物に接す

る筋線維は壊死（什）（写真の上では強く見られない

（＋））に陥り，周囲の線維芽細胞（暑）の増殖は盛ん

であるが，なおかなり強く炎症細胞（甘）の浸潤が見

られる．（H．E．染色x100）

　図28．筋肉内にAAS－1挿入後3週目．異物（右上

方）に接する筋線維に塩基性変性，壊死（冊）が見ら

れ，線維芽細胞の増殖（什）及び炎症細胞の浸油（什）

が見られる．（H．E．染色×100）

　図29．筋肉内にAAS－2挿入後3週目．異物（左上

方）に接する筋線維に塩基性変性，壊死（柵）が見ら

れ，炎症細胞（粁）及び線維芽細胞の増殖が見られる

（1｛．E．染色x100）

　図30∴筋肉内にAAS－2挿入後8週目．挿入局所に

なお壊死組織（十）が認められ，炎症細胞の浸潤（十十）

はかなり強く，著明な線維性肉芽（粁）によって取巻

かれ，周囲の健常部筋線維は圧迫萎縮に陥っている．

（H．E．染色×40）

　図31．筋肉内にCy5000及びTeflon　sheetを挿

入後2週目．異物周囲の壊死（柵）及び炎症細胞（柵）

の浸潤は非常に著明である．（H．E．染色×100）

　図32．筋肉内にCy5000及びTeflon　sheetを挿

入後8週目．異物に接してなお筋線維の壊死（十）が

認められ，炎症細胞（什）線維芽細胞（什）の浸潤も
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かなり強く，周囲の筋線維は萎縮（＋）している．

（H．E．染色〉く200）

　図33．筋肉内にE910及びTeflon　sheetを挿入

後3週目．異物周囲の筋線維の壊死（冊）及び炎症細

胞の浸潤（柵）は著明であり，線維芽細胞（卦）が増

殖している．（H．E．染色×200）

　図34．筋肉内にAAS－1及びTeflon　sheetを挿

入後4週目．異物に接して壊死組織（什），炎症細胞

の浸潤（甘）がかなり強く認められ，線維性被膜によ

って包まれているが，周囲の炎症細胞の浸潤，線維芽

細胞の増殖（什）も著明で多核巨細胞が認められる．

（H．E．染色×40）

　図35．筋肉内にAAS－2及びTeflQn　sheetを挿

入後4週目．異物に接して筋線維の壊死（什）が認め

られ，線維芽細胞の増殖（粁）は著明であり，線維性

肉芽の増生も強い（什）が，なお炎症細胞（什）がか

なり強く浸潤している．（H．E．染色x100、

　図36．筋肉内にCy5000及びSilicongauzeを挿

入後4週目．異物に接して筋線維の壊死（柵）炎症細

胞の浸潤（柵）は非常に著明である．　（H．E．染色×

100）

　図37．筋肉内にAAS－2及びSilicon　gauzeを挿

入後8週目．異物周囲には，なお著明に炎症細胞の浸

潤（什）及び筋線維の壊死（粁）が認められるが，

線維芽細胞の増殖（什）線維の増生（什）も盛んであ

る．（H．E．染色x100）

　図38．骨髄内にCy5000を挿入後4週目．異物は認

められず，炎症細胞の軽い（＋）浸潤を伴った線維性

骨髄の内類骨組織の強い増生（柵）が認められる．

（H．E．染色×100）

　図39．骨髄内にG580挿入後4週目．骨髄の一部に

異物（右方の類骨恕織の間）が認められ，その周囲に

炎症細胞（柵）の浸潤を伴う肉芽が形成されている．

（H．E．染色×100）

　図40．骨髄内にG100を挿入後8週目．異物（左上

方）が僅かに認められるが，壊死平織は認められず炎

症細胞（±）の浸潤も殆んど認められず骨髄は線維性

を呈し，野物の周囲に多核巨細胞が目引められる．

（H．E．染色×200）

　図41．骨折をCy5000及びTeflon　sheetで接着

後4週目．異物周囲になお壊死組織（什），炎症細胞

（甘）の浸潤が見られ，その周りを結合織（什）並びに

骨膜性仮骨（柵）が取巻いている．（H．E．染色×200）

　図42．骨折をE910．　Teflon　sheetで接着後4週

目．異物周囲になお壊死組織（什），炎症細胞の浸潤

（粁）が認められ，その周囲を結合織（什）及び類骨

組織（柵）が取巻いている．（H．E．染色×200）

　図43．骨折をAAS－1，　Teflon　sheetで接着後4

週目．異物周囲になお壊死組織（什）炎症細胞の浸潤

（柵）が言忍められ，その周りを結合織（柵）及び外類

骨組織が取巻いてるい．（H．E．染色×200）

　図44．骨折をAAS－2及びTeflon　shootで接着

後4週目．異物周囲になお壊死組織（＋）及び炎症細

胞の浸潤（十）が認められ，その周りを結合織及び外

仮骨が取り囲んでいる．（H．E．染色×200）

　図45．骨折をA今S－2及びTeflon　sheetで接着

後8週目，異物周囲に軽度の壊死組織（十）及び炎症

細胞（十）の浸潤が見られ，線維の増生（什～柵）仮

骨形成（柵）は著明である．（H．E．染色x100）

　図46．骨折をCy5000及びSilicon　gauzeで接着

後4週目．異物周囲の壊死組織（柵・｝及び炎症細胞の

浸潤（冊）は著明である．（H．E．染色x200）

　図47．骨折をE910及びSilicon　gauzeで接着後

4週目．異物周囲の壊死組織（柵）及び炎症細胞（柵）

の浸潤は著明である．（H．E．染色×200）

　図48．骨折をAAS－1要びSilicon　gauzeで接着

後4週目．異物周囲の壊死恕織（十十）及び炎症細胞の

浸潤（冊）は著明である．（H．E．染色x200）

　図49．骨折をAAS－27びSilicon　gauzeで接着

後4週目．異物周囲の壊死紀織（柵）及び炎症細胞の

浸潤（柵）は著明に認められる．（H．E．染色x200）

　図50．骨折をAAS－1及びSilicon　gauzeで接着

後8週目．母物周囲にはなお壊死割織（十～十十）炎症

細胞の浸潤（什）が認められるが，線維の増生，仮骨

の形成は顕著であある．（H．E．染色×200）
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